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日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。

第 2~絵 本会は謀学の進歩持及を図り，併せて全員相互の速絡並に親l陸を図ること

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を迷するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年1阿)

2. t誕類に関する研究会，ftl~~習会， 採集会常・の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条め目的を迷するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5~fz 木会の事業年度は 4月11"1に始り，翌年3月31日に終るb

第 6会 会員は次の 3:ru!とする。

1. ヂ!迎会日(務類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する伺人又は間体で，役員
会の未認するもの)。

2. 名作会員(誠学の発迷に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
のtr自問するもの)。

3 特別会員(木会の趣旨に終同し， 木会の発展に特に容与した個人又は団体で，
役目会の推JX:ti司るもの)。

tr~ 7 1ち 木会lz:.入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込舎を

会長t亡.差 !II~ すものとする。

第 8条 会見は符;年会費 500円を前納するものとする。但し， 名性会員及び特別会

民b工会伎を~しない。

吉野 9~た 木会には次の役員をおく。

会見 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年と し重任するととが出来る。但し， 評議員は引続き 3J!JJ選出さ
れることは山来ない。

役口選出の規定け別に定める。(附~IJ 第 1 条 ~第 4 条)
第 10交を 会長は会を代表し， 会務の全体を統べる。幹事は会長の怠を受けて日常の

会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を構成し， 会の要務に関し会長の諮問にあづかる。 1w議
員会は会長が招集し，また文diーをもって， これに代えるととが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物「部類」を年 3@刊行し，会員に無料で頒布する。

(附J'll])

第 1条 会長は国内在住の全会日の投票ICより ，会民の互選で定める (その際評議

員会は参考のため若干名の候納者を fíf~;r.jするととが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りとれを指名委理喜する。

第 2~た 評議員の選出は次の二方法による。

l. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が 50
fちを越える地区では 50名までごとに 1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員巾より若干名を推薦する。但し， その数は全都議員
の 1/3を越えることは出来ない。

.&b，玄制i't次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，11-1梨を含む)。中部地区 (三重を含む)。
.7~~.誌地区。中国 ・ 四国地区。九州地区(沖縄を含む)。

鈴・ 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない。

旬~ 4 '1" 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は， 前任者の残余期閥次
点"Itをもって充当する。

第 5;;:花 木会J'liJはIIf!和 33年 10月26日より施行する。



日 本産プルボケーテ属 (1)
山岸高旺制

T. YAMAGISHI: Genus Bulbuc加沼化 in Japan (1) 

ブルボケーテ属 (Bulbochaete)には，今までに|仕界各地から約 70種が記

載されているが，乙の属の藻類は多くの場合，湖沼，池，水田等の静水中lこ

生えている水草や大型の藻類とか，水辺l乙沈んでいる木の校，榛坑，ljj;、礁な

どに附着して生育しているのが普通であって，河川等の流水中lζ生育する種

や全く浮雌性の穫は知られていない。

乙の属で，従来，日本産として知られているのは

1. Bulbochaete brebissonii K凹 ZING(北千島パラムシロ島担ぺ奈良県介野削).

2. B. insignis PRINGSHEIM (埼玉県武蔵嵐山ペ本州中部門.

3. B. nana WIτ寸ROCK(埼玉県長瀞*6).

4. B.ρ'Ygmaea PRINGSHEIM (埼玉県長瀞*6).

の4種引であるが，筆者が国内各地から採集した淡水様類標本の中から得ら

ネl. 東京教育大学理学部植物学教室 BotanicalInstitute， Faculty of Science， Tokyo 
Kyoiku University (Tokyo University of Education)， Tokyo， Japan. 

キ2. 岡田 (1936):植研 12:358. 

キ3. 岡田 (1939):日本隠花植物図鑑 109.

*4. 渡辺 (1952):奈良綜合文化調査報告書 198.

*5. 岡田 (1936):植研 12:682 

*6. 山岸 (1960):秩父科博報告 no.10: 43. 

ネ7. Bulbochaete nipψonica SAIDAについて……斎国民はこの種を新種として記載さ

れたものであると思われるが，斎田:内外普通植物誌下等植物篇， p. 90 (1910) t::， 

「プルポケーテ属中，本邦IC普通なるものは次の 1種にして量産雄異株なり」とし，

Bulbochaete nilψomcaの「植物体は黄緑色にして，叉状lζ分岐し，細胞は幅より

長しその上部は下部より広く，毛状突起は無色にして甚長く，其脚部は膨大し，

卵援は少しく扇き球形をなし，其下の細胞は常Iζ無色なり。雄器，即ち雄性の植物

は2細胞より成りて卵器IC附着するJと記し，更に斎田・佐藤:最新図説内外植物

誌 p.1752 (1916， 1934)には，乙の種の相当tc詳細な図 (f.2632倍率，大きさは記

入してない)が示されている。(東:日本藻類名集， p. 301 (1916)の記録は前記斎田

(1910) IC依るものである)しかしながら， これら 1910年，及び 1916年ICなされて

いる記載，及び図だけでは，潔体の大きささえも不明であるし，乙の属の新額とし

ての記載には板めて不完全であって，残念ながら類似種との区別も全くできないと

考えられるので，乙乙では日本産の種から除外した。
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2 灘類第12巻 鎗1号 昭 和39年4月

れた数種について観察した事項を報告する。

1. Bulbochaete brebissonii KUTZING in Tab. Phycol. 4: 19， pl. 86， f. B 

(1854); HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 323， pl. 51， f. 330， a-b (1900); 

TIFFANY Oedog. Monog. 33， pl. 1， f. 7 (1930); OKADA in Journ. Jap. 

Bot. 7: 358， f. 7-8 (1936). 

雌雄異株，媛雄体性 (nannandrous)，同株雄性胞子性 (gynandrosporous)。

糸状体細胞は (12-)17-20 x 50-90μ。生卵器支持細胞 (suffultorycell)は基部

(basal， infImus)で分裂し，生卵器を端生 (erect)する。生卵器は側枝先端部の

刺毛 (seta)，又は雄性胞子護の直下IC.形成され，ほぽ鳳球形(先端に雄性胞子

裂のないものでは擬宝珠形を呈する)， 42-50x37-45μ。卵胞子もほぼ肩球形

40-48 X 35-43 110 卵胞子膜外層は淡黄色，径約2μ位の細孔模様がある。雄

性胞子嚢 (androsporangium)は生卵器の上部 (epigenus)，又は別の側枝細胞

の先端など (scattered)に1-3個生ずる， 11-15x12-18μ。媛雄体は生卵器の

上l乙 (epigenus)，稀には生卵器支持細胞の上に (hypogenus)着き，柄細胞

(stipe)は僅かに湾出lし， 10-12 x 28-33 110造精器は内生的 (interior)に生じ，

1個，柄細胞より長い， 8-lOx 10-12110 

採集地:長野(白駒池制ー1963，VIII， no. 6754門

乙の種は，Bulbochaete woronichin TIFFANY (=B. brebissonii v町 .mznor 

WORONICHIN)， B.furverae COLLINS毎;に極めてよく似ているが，それらに比

して乙の種の藻体，生卵器等が大きい点で区別されている。又，B.furverae 

の生卵器は通常側生 (patent)する点で区別できる。筆者の得た材料は前記各

氏の記載に比し，糸状体細胞が細長いものが見られたが，生卵器，卵胞子，

媛雄体等は各記載とよく一致した。

2. Bulbochaete nana Wr百'ROCKin Bot. Not.1872 (1) : 7， pl. 1， f. 9 (1872); 

in nova Acta Reg. Soc. Sci. Upsal. 9: 50は874);HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fenn. 27: 349， pl. 57， f. 362 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 30， pl. 9， f. 

76 (1930). 

雌雄同株 (monoecious)，大型精子休性 (macrandrous)。糸状体細胞は

10-16 X 10-22μ。生卵器支持細胞は上位部 (superior)で分裂し，生卵器を側

*1. 乙の標本は神奈川県茅ケ崎中学校斎藤俊一民が採集され，筆者11:与えられたもので

ある。乙乙 11:記して感謝の意を表する。

本2. 採集年月と筆者の標本番号，以下各種についても同じ。
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山岸: 日本産プルボケーテ属 (1) 3 

生 (patent)する。生卵器は側枝先端の刺毛や雄性胞子嚢の直下に，又は側校

の途中に形成され，楕円形， 20ー25x 33-40μ。卵胞子も楕円形， 18-23x30-

38μ。卵胞子脱外層は黄褐色， 卵胞子の縦軸l乙沿って細かく膏曲した 10-13

本の竜骨突起がある。造精器は 7-9x5-9μ，多くは生卵器の近辺IC生じ (suh.

epigenus)，側枝細胞の先に端生 (erect)するが，稀l乙は側生 (patent)する。

採集地:埼玉(長瀞-1956，XI， no. 778， 791;野坂-1957，XII， no. 1870); 

和歌山(粉河一1959，VI， no. 4250). 

この属の大部分の種は媛雄体性で，大型精子体性のものは数種知られて

いるだけである。それら大型精子体性の種の中で，乙の種は，生卵器や卵胞

子等の形質が Bulbochaetemonile WITTROCK and LUNDELL I乙極めてよく似

ている。しかし， TIFFANY (1930， 1. c.)によれば，糸状体細胞の形で両者は明瞭

!こ区別できるとされている。即ち，B. nanaの糸状体細胞 (10-16x 10-22μ) 

では幅よりもその長径の方が著しく長く ，B. monileの糸状体細胞(1l-16x

10-16μ)ではl隔と長径とがほぼ同じか，長径のブiが短かくて，両者の糸状休

細胞の形lこははっきりした差がみられる υ

筆者は，この種を上記の各地から採集したが，いずれも Cんdoplwraや

大型の Oιdogoniumの務体上l乙着生していたものである。

3. Bulbochaete llordstedtii・WITIROCKin Nova Acta Reg. Soc. Sci. 

Upsal. 9: 44 (1874); HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 332， pl. 53， f. 

339 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 37， pl. 2， f. 17 (1930). 

雌雄異株，幾雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は 14-18X 28-85/10 

生卵器支持細胞は中上位部，時lζ上位部で分裂し，生卵器怯側生する。生卵

器は雄性胞子磁の直下に，稀l乙側枝先端の刺毛の直下lこ，形成され，ほぽ扇

球形， 36-43 x 29-36 1I。卵胞子もほぼ扇球形， 34-41 x27-34μ。卵胞子)j史外

層はj炎武褐色，制n孔校様あり。雄性)]包子誕は l個，生卵器のめ:上に生ずる，

lO-12x9-12μ。媛雄休は生卵器の上に着き，納.細胞は多少青山する， 9-19x 

23-25μ。造精器は内生的lこ生じ， 1個， 6-8x8-10μ。

採集地:j与玉(長瀞-1957，VI， no. 1444); 和歌山(粉河-1959，VI， no. 

4250)。日本新産。

乙の種は Bulbochaeteintermedia DE BARY， B. intermedia var. depressa 

Wn寸ROCK，B. subintermedia ELFVING等の穏に近いが，この種の生卵法支

持細胞が，ほぼ上位部で分裂する点で，それらの類似穫とは異なるし，さら

- 3ー



4 藻類第12巻 第1号昭和39年4月

l乙，生卵器や卵胞子も小型である。 HIRN，TIFFANY等の上記の記載による

と，乙の種の生卵器支持細胞は上位 (superior)，時には中上位 (supramedian)，

で分裂するとしてあるが，両氏の記載図はいずれも上位部よりはむしろ中上

位部と判断されるものが示されている o WITI'ROCKの原記載には図は示さ

れていない。

4. Bulbochaete tenuis (Wn寸Rα二K)HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 368， 

pl. 63， f. 388 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 43， pl. 7， f. 59 (1930). Syn. 

Bulbochaete rectangularis var. tenuis WITTROCK in Nova Acta Reg. 

Soc. Sci. Upsal. 9 : 56 (1874). 

雌雄異株，媛雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は 13-16(-18)X 20-40 

μ。生卵器支持細胞は上位部で分裂し，生卵器を側生，又は端生する。生卵

器は側枝先端部の刺毛や雄性胞子袋の直下l乙形成され，細長い楕円形， 22-26 

x42-48μ。卵胞子も細長い楕円形， 20-24 x 40-46μ。卵胞子脱外周は淡黄

色，卵胞子の縦軸に沿って 11-15本の竜骨突起があって，更にそれには細か

い鋸歯状の模様がある。雄性胞子嚢は生!J!J器や側校の先端lζ生ずる， 10-12x 

13-19μ。媛雄休は生卵器や支持細胞の上に着く，柄細胞は 12-14X 18-24μ。

造精器は外生的 (exterior)に1-3個生ずる， 7-9x6-7μ。

採築地:高知(凶分-1959，IV， no. 3756); 島根(簸川ト1959，IV， no. 

3879)。日本新産。

上記二地方ともに，湧泉中l乙生育していたイネ科植物の茎lζ附着してい

たものである。

5. Bulbochaete varians WITTRI町 Kin Ofv. Kongl. Vet.-Akad. Forhandl. 

1870(3):143(1870);一innova Acta Reg. Soc. Sci. Upsal. 9: 53 (1874); 

HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 357， pl. 59， f. 373 (1900); TIFFANY 

Oedog. Monog. 45， pl. 6. f. 48 (1930). 

雌雄異株，媛雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は 17-22x 22-33μ。

生卵器支持細胞は上位部で分裂し，生卵器を側生，又は端生する。生卵器は

側枝先端部の京IJ毛の直下や雄性胞子裂の直下に形成され，広楕円形， 30-36x 

44-54μ。卵胞子も広楕円形， 28-34 X 42-52μ。卵胞子膜外層は淡黄褐色，卵

胞子の縦i!qijI乙沿って 9-12本の竜骨突起があって，更にそれには鋸掬状の細か

い模様がある。雄性胞子嚢は生卵器の直上や側校の先端lζ生じ， 14-17x14-

18μ。媛雄休は，生卵器の上や支持細胞上l乙着き，柄細胞は 14-16x24-27μ。

- 4一



山岸: 日本産プルポケーテ属 (1) 

札

Plate 1. (B scale for figures 1， 7 and 13.) 

Figs. 1-6. Blllbochaete breb加 onii(a...immature oogonia). 

Figs. 7-10. B. tenllis (9， 10 nannandria). 

Figs. 11-13. B. nana. 

- 5ー
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6 藻類第12巻策1号昭和39年4月

A L- 100'μ 

B ..... 50ν 

Plate 2. (B scale for五gures3 and 4，) 

Figs. 1-3. Bulbochaetl' llOrdstedtii， 

Figs. 4-8. B， varians (4， 5 nannandria)， 

- 6ー



山岸: 日本産プルポケーテ属 (1) 7 

造精器は外生的l乙生じ， 1-3個， 8-10x6-7μ。

採集地:千葉(茂原-1957，VI， no. 2082);埼玉(野坂一1959，IV， no. 4923) ; 

宮崎(土土呂-1960，IV， no. 5388); 福井(水越-1962，III， no. 

5934)。日本新産。

乙の穫の生卵器支持細胞の分裂の部位については，前記 Wr廿 ROCK，

HIRN， TIFFANY等の記載には記されていないが，併記されている閃から見る

と明らかに上位部である。また，生卵器の生ずる位置については側枝先端部

の刺毛の直下，又は雄性胞子嚢の直下l乙生ずるとしてある。しかし，筆者が

得た材料中には，乙のほかに糸状体の途中に，通常の栄養細胞にはさまれた

枕置 に 形成されているものも見られた。 P悶庄町T(Alg. W. Great Lak. 

Area， 155， pl. 28， f. 7-9， 1961)もとの様な生卵器を図示している。

Resume 

5 Rpecies of BlIlbochaete collecterl from the different localities in .Tapan are reported. 

In these species， Bulbochaete nordstedtii WITTROCK， U. t円 1111・-、 (Wn寸 ROCK)HIRN， 

R. 7'ari・an・写 WITTROCK are new record to .Tapan. 

〔附記) Oedogoniaceae 11:は OedogoniulIl， Bulbochaete，及び Oedodadilllllの3属が含

まれているが，これらの属11:入る藻類はいずれも特異な生殖形質をもっていて，その生殖

形質を表わすのために種々の術語が用いられている。それらの術語について，一部は岡

村:藻類系統学， 140-146 (1930)，山田・木村・本悶:植物分類学，上巻， 113-116 (1935)， 

広瀬:藻類学総説， 465-468 (1959)，岡田 (1936，1939， l. c.) :等11:邦語訳が用いられている。

しかしながら，種の分類の標徴とされている細かい形質を表わす術語については，まだ訳

語のないものが多いので，それらについて筆者は先に報告した日本産サヤミドロ属(藻類，

10: 1-8， 39-45， 1962， 11: 17-23， 1963)，及び本報告の中では分類上の標徴とされている種

々の形質を表わすために，次の様な訳語を当てて用いた。

1. 糸状体細胞の形質……頂帽 (apicalcap)，刺毛 (seta)， 糸状体の基部細胞 (basal

cel1)。基部細胞をその形によって円筒形(elongate)と半球形(subspherical)。

2. 生殖法・・・雌雄同株 (monoecious)，雌雄奥株 (dioecious)。大型精子体性 (macr-

androus)，幾雄体性(nannandrous)。媛雄体性で雄性胞子獲が生卵器と同株11:生ずるもの

を同株雄性胞子性 (gynandrosporous)，別株11:生ずるものを異株雄性胞子性 (idioandro・

sporous)。遊走子褒(zoosporangium)と遊走子 (zoospore)。

3. 雄性生殖務官…・・・雄性胞子褒(androsporangium)，雄性胞子 (androspore)。幾雄

体 (dwarfmale， nannandrium)，媛雄体の柄細胞(basacell， stipe， holdfast cell)。媛雄体の

附着する部位を，生卵録上11:着く (epigenus)，生卵器の支持細胞上11:着く (hypogenus)。

造精穣(an出eridium)，大型精子体性の穫の造精擦の形成場所によって，造精穏が生卵擦の

上部11:形成される (epigenus)，生卵擦の下部(hypogenus)，散在する (scattered)。造精器の
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形成法を内生的 (internal，interior)と外生的 (external，exterior)。造精様内1<::2個の精子

(antherozoid)を生ずるが，その時の分裂商の方向によって，分裂は水平 (horizontal)と垂

直 (vertical)。

4. 雌性生殖器官・…・・生卵器(oogonium)，卵胞子 (oospore)，生卵犠支持細胞 (su妊ul.

tory cell)o Rulbochaete属では生卵様支持細胞は上下の 2伺1<::分裂し，更に上部支持細胞

(lIpper sllffultory cell)から生卵様が形成される。 Bulbochaete属の生卵探や造精機が母細

胞の分裂によって形成される時，分裂商が細胞の長紬lζ水平である場合，端生 (erect，erect 

oogonium， erect antheridium)，分裂面が長軸に斜1<::傾き， したがって生卵穏や造精望書は

母細胞の斜上方lζ形成される場合(乙の場合は上部生卵務支持細胞はほぼ 5角形になる。

前者では 4角形)，組IJ生 (patent)。生卵様の関口法を，円口 (pore，poriferous)と裂関 (lid，

split， operculate)。生卵器の関口の部位と，Bulbochaete属の生卵器支持細胞の分裂の部

位を，頂端 (supreme)，上位 (superior)，中上位 (supramedian)，中位 (median)，中下位

(inframedian)，下位 (inferior)，基部(basal，infimus)。

A1iJ1tostroma ttllchru1n F ARLOW における

葉状体の初期発生について

吉田啓正本

K. YOSHIDAキ Onthe development of the sporelings 

。fMomostroma pulchrum F ARLOW 

はじめに

Monostroma μlchrum FARLOWヒ夕、、ヒトエグサの生活史については

1938 I，f Y. Y AMADA & E. SAI叩りが報合し，禁状休から tlJた激定子は1!!Hlj，的

lこ発生して cystを作り， cyst からは再び1!l~性の滋走子が放出されることを

確かめている。また両氏は cystから放出された滋走子の発生については分

裂して 2細胞になったととを確かめているが，その後の幼芽体の発展につい

ては観察しなかったと報じている。なお， Y. YAMADA & M. TATEWAKI 

(1959)幻は再び同種の培養実験を行ない， J..記と同じ結果を得たととを報告し

ている。 J.TOKIDA (1954)')は北海道各地および南部樺太産 Monostromaの

* 神戸市立須磨水族館 Suma Aquarium of Kobe City 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XII. No. 1， April 1964. 
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吉田 P.IOllostrollωρulch印刷 FARLOWにおける禁状体の初期発生について 9 

“M. pulchrum-type"につい調べたが，真の M.pulchrumは見出すことがで

きなかったと述べ， Y. YAMADA & E. SAI'初日が培養実験l乙用いた材料も M.

undulatum WITTRIαXv訂 .Farlowi・iFOSLIEとして扱っている。また，最近

P. KORNMANN & P-H. SAl乱闘G(1962)4)は HelgolandIこ産する Monostroma

の分類と発生について報告し，乙の中で M.undulatum WITTR.の生活史を

追求しているが，日本産のものと比較するに際しては].To悶 DA町にしたが

い，日本産の M.pulchrumとされている穣を M.undulatumとして扱って

いる。両氏は Helgoland産 M.undulatumの生活史が Y.YAMADA & E. 

SAI叩口のみたと乙ろまでは全く同じ経過をたどるととを確かめ，更に cyst

から放出された潜定子は発芽して細胞 1列の幼芽体を作りJ 続いて縦の細胞

分裂が起り，基部は長い rhizoidを発出して次第に細胞屑 1層のまま 1枚の

葉状体となり，乙の葉状体は再び成熟して滋走子を放出し，乙れが cystを形

成すると乙ろまでの培養に成功している。

筆者は 1952--53年，北海道大学教授，山田幸男先生@指導のもとに室蘭

所在の海謀研究所において Monostromaの培養実験を行なっていたが， λ1.

pulchrumの生活史については Y.YAMADA & E. SAIT01)と同じ結果を確認

し，更に cystから放出された滋走子のその後の発展については，細胞層が 1

層のままで分裂を繰返し，基部は rhizoidとなって他物lこ附着し，はじめか

ら細胞層 1層の葉状体が立ち上るのを観察した。また， cystの形については

Y. YAMADA & E. SAI加。の報告の中lこ述べられている球状のもののほかに

管状lζ伸びたものが多数みられ， P.Ko悶 MANN& P-H. SAHLING4) と一致す

ると乙ろが多かった。しかし，本報告では材料の種名を M.pulch7-umとし，

主として cyst形成以後の葉状体の初期発生について，その観察結果を報告

する。

材料と方法

この培養実験に用いた材料 M.pulchrumの葉状体は室蘭市の11:1北大海

務研究所附近にあるモトマリおよびポンモイ浜において 1952年 4--7月の大

潮hilこ採集した。葉状体から放出される封書定子は各採集毎にスライド・グラ

スlこ附着させ，とれをビーカー状のガラス製培養器に入れ，研究所内にある

比較的低抗で直射日光の当らない郎屋においた。培養液lCはScHREIB血液

を使用し，乙れを週に 1--2回の割合で取換えた。 cystrllの波定子の数を数

えるには 1個の cystをホルマリン・フクシン混合液 (50%ホルマリン海水と

- 9ー



10 蓄量類第12巻第1号昭和39年4月

フクシン・アJレコ ....Jレ溶液を 1:1の比で混合)で処理し，乙れを経く打ちつぶ

して数えた。

結果と考察

葉状体から放出される瀞走細胞は常iζ櫛走子であり，乙れらの瀧走子は

附着後分裂するととなく内容を増大して cystを形成し， cystからは再び跡

定子を放出する。

葉状体から得られる瀞定子の培養については 4月7日に始めたものを第

1回とし， 6月7日の最終回までに 6回行なったが， cystから瀞走子が放出

されるのはいずれも 12月中~下旬IC始まり翌年 1-2月下旬を最盛期として

2月下旬まで続いた。すなわち cystが成熟する時期は培養を始めた時期の

遅速とは関係なく，一様に 12月中旬から翌年2月下旬である ζ とが判った。

cystは培養後次第に大きさを増し， 9月中旬には球状ないし洋梨状とな

り，厚さ約1μ の膜で覆われ直径 14-24μIC達する (Fig.1.A)。また，乙の

時期に cystの内容はいくつかに割れてくる (Fig.1. B)o 10月にはいると cyst

の一端が膜をもったまま管状に伸びてくるものが多くみられ，との管状の突

起は 12月中旬には同じ厚さの細胞膜をもったままか (Fig.1.E)，あるいは突

出した部分がもとの細胞膜の破れた部分から長く伸びてきて (Fig.1. C， D)， 

cyst全体の形が殆んど管状になるものもみられた。乙の時の突出部分の細胞

膜はきわめて薄い。乙のようなものでは分裂過程にある cystの内容も突起

が伸びるにしたがって拡がり，そのまま櫛走子になる。 cystの内容が分裂し

て瀧走子を形成する過程においては必ずしも同時に割れるとは限らず，内容

の一部分で分裂が進んでいても，他の部分では幾分遅れている場合が多く，こ

のととは管状の cystでよく観察するととができた。成熟した cystの大きさ

は大小さまざまであり，形成される激定子の数は 8個から約60個であった。

Y. YAMADA & E. SAI叩"の報告では cystの大きさは直径50-80μ に

達し，筆者の培養実験の場合よりかなり大きく生育しており，また管状l乙伸

ひYこ cystの乙とについては記載されていない。 cystを覆う膜については同

報告にある図から算定すると約3μ であり，筆者の場合よりかなり厚い。両

者の差は培養条件の相違ICよるものと考えられる。

夏の間，球状であった cystの一部が9月中旬以後，管'状Iと伸び始めるの

は水温の低下とともに好条件を迎え， cystの内容が活滋に発展し始めた ζ と

に対応しているもののようである。乙の管状の cystは後lζ成熟して瀧走子
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Fig. 1. AJollostroma tulclll・'/lIItFARLOW. A-F. Development of cysts. A. 
122 days old. B. 172 days old. C， D， E. Tubular cysts containing 
zoospores within. 249 days old. F. Empty cysts. G-P. Various stages 

of developments of zoospores that were dischaged from cysts. G. 

Zoospores. H. One day old zoospore. l-P. Further development of 
zoospores. 1. 10 days old. J. Beginning of elongation. K. Twoじell

stage. L. Uniseriate filament with rhizoidal prolongation. M. Beginn-
ing of longitudinal cell division. N， 0， P. Further development of 
juvenile thallus. A-C， G-L，x340. D-F， M-0，x21O. P，X60. 
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を放出しているが， P. KORNMANN & P-H. SAHLING (1962， p. 311， f. 8 A， B)'】

の観察した M.undulatumの場合も筆者と同様に長く伸びた cystが多いよ

うに見受けられ， M. pulchrumまたは M.undulatumの cystの形はかなり

変化し得るものと考えられる。

伸長した cystから瀧走子が放出される場合はその先端の破れた所から

起るが， cystが球状の場合はそのど乙か一部が破れることによって起り，い

ずれの場合も潜走子は cystからひとかたまりになって放出される。乙の悌

走子のかたまりは振動的な運動を行ない，まもなしいくつかの小さなかた

まりに分れ，その後，各滋走子がかたまりから離れる。潜走子 (Fig.1.G)の

大きさは 10.1x3.7μ で4本の ciliaを有し，限点をもたず，また趨光性も示

さず，比較的不活設に泳ぎ，附着物があるときは直ちに頭部をもって附着し，

2時間後には静止して次第に丸くなり， 11史で覆われる。この時の直径は約 5.5

μで，すでに 1個の pyrenoidが顕著にみられる。静止固着後 3日間は外観上

lこは何の変化もみられないままでいるが (Fig.1.H)， その後，胞子は次第に

大きさを増し，附着後 10日自には直径約 10μ になる (Fig.1. 1)。乙の頃から

胞子の一端は伸長し始め (Fig.1.J)，やがて細胞は 2分裂する (Fig.1.K)。更

に細胞は繊の分裂を繰返して，その数が 5-6個の!4J芽体になると，先端lこ近

い部分lこ縦の分裂が起り，基部のものは rhizoid 状に伸びてくる。乙の幼~.F

休にみられる上部の細胞は丸味を帯びた矩形であり，すでに adultの葉状休

にみられるような 2-4個ずつの群をなした排列を示している (Fig.1. L， M， 

N，O，P)。幼芽体は 2月下旬，スライド上で高さ 12mmまで生育した。なお，

乙の年tc自然においては 2月上旬に葉状体が出現し，その一部はすでに葉の

周縁の成熟しているのがみられた。

以上のことから， M. pulchrumの禁状休は，その初期発生において，基

音f~ の rhizoid で附着し，始めから細胞層 1 層のまま立上がってくることを確

認することができた。

11.1onostromaのrlJでこのような葉状体の発生形態をとるものとしては，

すでに新附盛敏 (1946，1949)リ)が三河湾産および伊勢湾産のヒロハノヒトエ

グサ M.latissimum ( ? )で，瀬木紀男 (1956)7)が伊勢湾産の同種で確かめて

いる。また， P. KORNMANN & P-H. SAHLING')は前述のように Helgoland産

の NI.undulatum (両氏lζよれば筆者の扱った材料も乙の種とみなされるこ

とになる)が乙の発生形態をとることを磯めている。しかし，ヒロハノヒトエ
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グサ M.latissimum ( ? )とヒダヒトエグサ M.pulchrumまたは M.ulldula・

tumとの聞には生活史において，かなりの相違があり，葉状体の発生形態の

類似が分類の問題につながるか否かについては今後の研究とあいまって検討

することにしたい。

終りにあたり，本研究を御指導下さった北海道大学教授，山旧幸男先生

lこ深甚なる感謝を捧げます。また，本報告の創l校閲を賜り，種々御教示]頁い

た神戸大学教授，広瀬弘幸先生に対し，また，研究の際に有益な御助言を頂

いた北海道大学海藻研究所，中村義輝先生lζ対し，また貴重な文献をお貸し

下さった東京大学の新崎盛敏先生および徳悶広氏に対し心より感謝の立を表

します。

Summarv 

Y. YAMADA and E. SAITO (1938jl) clarified that the fronds of MOllo山川lapul-

rhrul/l FARLOW discharged four-ciliated zoospores which， after standstill， increased 

gradually their size without cell-divisions and finally became cysts that discharged 

four-ciliated zoospores again aft疋rabout eight months. They also reported that the 

latter zoospores became two-celled sporelings， but the further development of spore-

lings was not observed. 

The present writer carried on cu¥tural experiments of the same species at Mu-

roran in Hokkaido from 1952 to 1953. He obtained the same resu¥t with Y. YA-

MADA and E. SAITO口 onthe life history of this species. Moreover， he could 

observe in his cu¥tural experiments that the above sporelings developed into fronds. 

This result of his was nearly identical with the fact reported by P. KORNMANN 

and P-H. SAHLING (1962) on M. undulatulll WITTR. from Helgoland， which they 

regarded as the same species as the materials used by Y. YAMADA and E. SAITOl). 

The author's resu¥ts can be described as follows: 1. The zoopores discharged 

from fronds became cysts. Cysts discharged zoospores again. The latter zoospore 

became a sporeling which became by further cell-divisions a simple filament， con-

sisting of a single row of cells with rhizoid cel1s， and afterwards longitudinal cel1-

divisions took place at the upper portion of the filaments， extending frond-area only 

two-dimensional1y and五nallydeveloped into fronds which started strictly from be-

ginning as one-layered structures. 2. Though cultures of zoospores discharged 

from fronds were carried on six times every major tide from April to June， the 

cysts .derived from the zoospores of every culture maturatcd from the middle of 

December to the end of February. This fact showed that the maturation of the 

cysts was almost indifferent to the starting period. 3. Shapes of cysts were much 

varied. They were spherical， elliptical and tubular. P. KORNMANN and P-H. SAH-
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LING (1962)" ilIustrated only tubular cysts. The present. writer noticed that tubular 

cysts were rather commonly encountered. 
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藻類i乙於ける Acrylicaciclの生化学的

存在意義について

片山輝久*

T. KATAYAMA: Biochemical Significance of the 

Existence of Acrylic acid in Algae 

著者は海謀の揮発成分の化学的研究の途上 acrylicacidの存在を確認し

て報告した1・.)。

一方 CHALLE陥 ERら町は Polys糾 oniafastigiata中!と dimethylpropio-

thetinの存在を確認した。 dimethylpropiothetinは他の 2，3の海藻中にも見

出されている的。亦 CHALLENGERら7)はdimethylpropiothetinを冷アルカリ

で処理すると dimethylsulfideとacrylicacidを生ずる乙とをみている。

ANDER釦 N ら8) は Polysiphonialanosa (P. fastigi'ata)より酵素を単離

し，合成した dimethylpropiothetinIこpH5.1で作用せしめ dimethylsulfide

* 広島大学水畜護学部水産化学教室

The Bul1etin of Japanese Society of Phycology Vol. XII. No. 1， Apri1 11164. 
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と acrylicacidを生ずる ζ とを明らかにした。

然し dimethylpropiothetinより生じた dimethylsulfid巴と acrylicacidの

生化学的立義については未だ明らかにされていない。 2広字;は実験平内{ζ於て

acrylic acidより ammonwを添加する ことによりrriiJpに alanineを介成し行
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第 1図 純 acetic，propionic， acrylic， Il-blllyriじ， iso¥'aleric aciclの分離

Colllmn: 1st. Colllmn， 2 m silicone DC Containing 10% (w/w) stearic 

acid was adclecl to celeit 545 (1: 2)， 2nd Colllmn 2 m reoplex 200・

celeit 545 (20: 80). Carrier He， flow rate 40， Press 0.45/cm2， Bridge 
cllrr. 12 V 80 mA. Colllmn temp. 160oC， Chart speed 10 mmfmin 
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た。広>，休内lζ!l:ても acrylicacidは ammonia，ammonium J];~の存在lζ於て簡

単IC:alanineになると とを推定した。

実験方法並びに実験結果

1. 部~mrll !c: j/~ ける acrylic acidのH(1i認

iぬ誌を水蒸気蒸溜iして符られた沼!被を巴ther!ζて11111-1:し， ether ~11 i11\物

は amine類を除去する目的で平和塩般にて洗携した後，飽和軍宙71<.，ζて洗総 し

て脂肪酸区を分取した。脂肪酸区は更に低級脂肪酸と高級脂肪酸に分つ1=1的

で'71<.溶性区分と水lζ不溶区分に分別した。水溶性区分(低級脂肪酸区)は gas

chromatography にかけ acrylicacidの存在をlj'((;t忍した。

，......， h...~恥山問、山岬…，-り

第2図 Ull'O j)('rtusaアオサのjijI発成分の低級脂肪酸区の gaschromatography 
Columnその他の条件は第 1図と全く同じ

一 日 ー



片111: 滋類lζ於ける Acrylicωidの生化学的存在怠議κついて 17 

第 1表 Acryliじ acidの脊在を確認した

海藻 (dimethyls111fide，Hydrogens111fideを含む)

Chloroplyceae Phaeophyceae Rhodophyceae 

Ulva Entero-Codul/JI. 
Lα1/11-

SGrgd5-Fucus Ds海tfSJJ人IWρM事Jedぷ l~or. 
ρertusa II/.oltlla ji-agde 

lIarta SWJI. SP.IVどsicuLa- ρ11)リ 叫

コン 7sp. 
ウミ sllsl ':~"r :~，，'.- 1 tCllera 

アオサ アオノ リ ミ Jレ
トラノオヒノミマタ アサ クサノリ

Dim巴thyl
十 + + + 土 + 斗ー + 

s111fide 

l-lydrogen 
+ + + 十 + sulfide 

Acrylic acid + + + + + + + + 

保i考 +多iil，:t少量

2. Acrylic acidよりalanineの生成

Acrylic acid IC濃ア ンモニア水を加え pI-I7.0とし，約 3li寺間巡流冷却君主

6・〈

第 3図 Fucus vesiculoslIsヒノママタの主u発成分の低級脂肪磁区の

gas chromatography 

Columllその他の条件は第 l凶と全く同じ

- 17ー
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18 藻類第12巻 第1号昭和39年4月

をつけ加熱し後， Duolite A4の columnchromatography にかけJ濃縮後，

But OH : Acetic acid : H20 (4 : 5 : 1)を展開剤として paperchromatography 

にかけると acrylicacidの約 95%は alanineになっている乙とを明らかにし

た。従って謀体内l乙於て dimethylpropiothetinより生じた acry1icacidは海

水中の硝酸塩 ammonium塩より alanineになり得る乙とを推定する。

論議

dimethylpropiothetinの前駆物質は methionineである乙とが G郎副E的

により明らかにされた。即ち

_ decarboxvlation 
CH3SCH2CH2CH (CοOH 

A---¥ 
NH. 

methionine 
deamination 

lωati叩

CHaSCH2CHzCH3 - >  CH，.S.CHzCH.COOH 
一一→
CcUnit CHa¥ゲCHzCHzCOOHCH3/ 

dimethy lpropiothetin 

更に AND四回Nら町は

CH3¥ じH¥S+CH2CHzCOOH - >  ~f}3;S+CH2=CHCOOH CHa/ 一一・ CH;; 

〆F ・・事

GSSG 2GSH 
dimethylsulfide acrylic acid 

乙の acrylicacidは

f 官 -8 -Il~..町、

CHz=CHCOOH手CHz=CHCOOH
T T T T 

NH2 H a'- HNz 
↓ 

CHzCH2COOH +CHaCHCOOH 
NH2 NH2 

β-alanine a-alanine 

即ち alanineが生成される。従って藻類採収後硝酸塩， ammonium塩に

浸演するととにより acrylicacidの臭気を減じ，香気を改良すると共にアミ

ノ酸増加に役立つものと考えられる。

-18ー



広瀬・吉田 :GenusA1onostromaヒトエグサ属の生活史 19 

SummaI'y 

The author images that alanine wilI be synthesized from acrylic acid whieh 

comes from dimethylpropiothetin. 

Alanine was synthesized Jrom acrylicacid and ammonia solution and about 95 

per cent of ac.ry.Iic acid was converted to alanine in the laboratory. 

It should be noted that acrylic acid， which has been detected in Chlorophyceae， 

Phaeophyceae and Rhodophyceae by gas chromatography technique may be derived 

to alanine by algae in the process of .assimilating ammonium nitrate or nitrite. 
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Genus MOJlostromaヒトヱグサ属の生活史

広瀬弘幸*・吉田啓正林

H. HIROSE and K. YOSHIDA: A Review of the Life 

History of the Genus MOllostrollla 

H. KUNIEDAI5) が 1934年にヒトエグサ属 Monosl1'omaをアオサ科 Ul.

vaceaeから分離してヒトヱグサ科 Monostromaceaeを新設したのは，ヒトエ

グサ属の 1務の生活史に基づいていたものであった。同校の報告した積では

その本体は配偶子を形成する体だけがあって，配偶子が合体して生じた接合

子は決して多細胞体に生育することなし単細胞の cystの姿で長日月存続

し，やがて cystの内容の全部が波定子になり，放出された瀞走子が発芽して

本体になるの乙のような生活史の型がヒトエグサ属内のすべての種に共通し

キ 神戸大学理学部生物学教室 Instituteof Biology， Faculty of Science， Kobe. 
特神戸市立須磨水族館 SumaAquarium of Kobe City. 
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20 藻類第12巻第 l号昭和39年4月

た性質として認められるであろうととを惣、定して新科が設か.されたのであっ

た。 cystを長日月培養してついに悌走子の放出を見届けた KUNIEDA'町の仕

事はまととに賞讃さるべきものであるが，接合子が次第に直径を増して，内

容が多数の遊離した細胞になる乙とは既に J.REINKE'町(1878)が M.bul. 

losum (淡水産)について図示しているし， N. CARTER5) (1926)も接合子を数カ

月間培養して直径の増大した cystを M.latissimum について観察図示して

いるし， KUNIEDAも既lζ K.MIYAKE and H. KUNIEDA'6) (1931)の中でその

ととを報じている。残念なととに，核細胞学的な裏付けがいまだにないので

生活史の各時期の核相が果して単相なのか複相なのかが決められないので，

アオサやアオノりの生活史中の各世代と相同の世代が比較確認し得ないうら

みが残されている。ただ，わずかに CARTER町がM.lati・'ssimumの配偶子形

成の際の細胞分裂は普通の体細胞分裂であるとと，また F.MOEWUSl7) (1938) 

が M.wittrockiiの cyst内l乙形成された 32個の瀧走子の発芽後，$数の 16

個が雌性本休になり，残り半数の 16個が雄性本休になる乙とを明らかにし

塁笠?金望墾=Oil a 

号~~O~←寸+G与叫←命十件0ト同←4十引?ト判←→十i
Lマ一?糾料朴4十十←ωOγ
(乙ぐ :ロ¥z正 !撃盤盤ι企一一F一〕JJω々JJJOJJぷ??引的り) 

Fig. 1. Three developmental courses of zoospores， a-course 
builds disc， b-and c-course do not build disc. a;“sac-
with-disc course". M. arcticum， M. angica'1..a， M. gre'1-'illei， 
l¥{. leptodermum and M. zostericola. b ;“sac-without-
disc course'¥M. fusculll var.ゅ，lendens，M. nitidum， 

M. tubiforme， and M. wittrockii. c;“plate-without-disc 
course". !vl. latissimum， M. undulatulll (=M.ρulchrum). 
d;“plate with-disc course" which has never been 
discovered， but will probably be discovered. 

- 20ー



広瀬・吉田 Genus/o.lolloslromaヒトエグサ属の生活史 21 

て， cyst内での遊定子形成時の細胞分裂は減数分裂であるとし，従って本体

の核相は単相であるとした研究があるばかりで，直接減数分裂を図示した研

究が皆無であるのはまことに残念な乙とである。 MOEWUSl7)の結果が正しい

ものとすれば，本体(配偶子)・cyst型の世代交代をもっ生活史を示す種類，す

なわち M.wittrockii， M. nitidum， M. angicava， M. grevi・llei，M. latissimum 

の5種では多分本体(配偶子)の核相は単相 (n)で cystは複相 (2n)との想像

が可能になる。

生活史に関する知見

生活史の記述を簡単にするために，次の様にする。

本体lζは配偶子を形成する体だけが存在する場合は本体 1(配偶子)と記

し，本体が瀞走子を形成する体だけの場合は本体 1(瀧走子)と記し，本体lこ

2種あってひとつは配偶子を形成し，他方が雌走子を形成する場合は，本体

2 (配偶子と世(j定子)と記す。接合子または脱走子の発芽後の発展の際，まず

水平な平而内で多方向lこ分裂して盤状休を作る場合lこは“盤状体 (disc)を作

Fig. 2. Yariuus types uf the alternatiun uf generatiuns uf the genus 
λ1011 oslrom a. A; thaIlus (gamete)屯ysttype. M. allgi山 va，11.1. gnωil・

lei， M. latissimllm， N1. lIitidllm， and M. wittrockii. B; thaIlus (zoo. 

spore)・cysttype. M. 1l1ldlllalllm (M.ρIllchrllm). C; thaIlus (zoospore)・

品lamenttype. /0.1. leptodermlll/l. D; thaIlus (gamete).thaIlus (zoospore) 
type. /0.1. fusculIl var.宅:plelldem. E， F; non-alternation type， zoospore 
in E with two cilia of M. arcticum and 1V1. tubiforme and in F with 

four cilia of 1V1. zostericola. 

- 21ー



22 潔類第12巻第1号昭和39年 4月

る"と記し，幼体のきわめて初期だけ，あるいは初期からずっと後までも先

の閉じた円筒またはなかぶとりの護状の体を経る場合には，すべて“護状休

(sac)を作る"でいいあらわし，発生の最初から裂状体を作らず，細胞 1層の

ままで伸びあがる場合には“平体(plate)"と記す。接合子または滋走子の発

芽直後の構造が直接型 (immediatetype)か間接型 (mediatetype)であるかの

別は猪野俊平町(1947)の定義に従う。また，服点その他何によらず存不存を

示すためには+またはーの記号を使用する。

ヒトエグサ属の生活史中，配偶子または梯定子を形成する本体は勿論ひ

とつの世代であるが，瀞走子を形成する糸状体も cystもいずれもひとつの

世代とみなす。

ヒトエグサ属の生活史は今日までに発見された道筋を比較すると次のよ

うに分類する乙とができる。

1. 生活史中に 2世代が存する bigeneration。ひとつは本体(配偶子)か本休

(遊走子)であり，他は cystか糸状体かまたは本体(悦定子)である。

1. 大きさと形の異なった 2世代 heteromorphousが交代する。本休(配

偶子)または本体(遊定子)と cystまたは糸状体とが交代する O

(1) 本体(配偶子)または本体(雌走子)と cystとが交代する(第2図A，B)ω

A. 本体(配偶子)-cyst型(第2図A)。配偶子を作る本体と滋走子を作

るcystとが交代する。瀞走子の繊毛は常に 4本である (M.bullosu1Jt 

もこの形式ではあるが，瀞定子の発展コ戸スが欠のいずれかであ

るかは不明である)。

a. cystから放出された遊走子の発展は盤状体を作る袋状体コース

sac-with-disc courseである(第 l図的。…… M.angicava (第3

図 1)，M. grevillei (第 3図2)。

b. cystから放出された滋走子の発展は盤状体を作らない袋状

体コース sac-without-disccourseである(第 1図b)υ …… M. 

nitidum， M. wittrockii (第3図的。

c. cystから放出された瀞走子の発展は盤状体を作らない平

体コース plate-without-disccourseである(第 1図c)。 …… M. 

latissimum (第 3図 4)。

d. 激走子の発展が盤状体を作る平体コース plate-with-disccourse 

をたどる種類の存在も考えられる(第 l図d)が，現在のと乙ろこ

- 22ー
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、百二ご①「
V λ  

1 Z/♀A 金←相
11. ang1cava M. grevillei 

H. arcticum 

Fig. 3. Hitherto known cycles of the life histories of the genus MOllostroma. 
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24 潔 類 第12巻策 1号昭和 39年4月

の型を示すものは知られていない。

B. 木休(跡定子)・cyst型(第 2関B)。梯走子を作る木休と悦走子を作

る cystとが交代する。

c. cystから放出される瀞走子の発展は盤状休を作らない平休コー

ス(第 1図c)である。… H ・M.undulatum (=M. pulchrum) (第 3悶5)

跡走子の発展コ F スとして上記A内の a，bコ戸スは 2っともなく，

cのみである。

(2) 木休と糸状休とが交代する(第 2関 c)。

との場合，木休(跡定子j一糸状休).Nだけが知られている。 J庁定子を作

る木{木と前走子を作る糸状休とが交代する。乙の糸状休は水li.lこはっ

ている。しかも，糸状休から放1I1された選定子の発展は上記a盤状を

作る褒状休コースだけであって， b， cコ戸スは知られていないの.

M. 1，φtodermum (第 3図6)。

また上記A型にあたる木休(配偶子)一糸状休もまだ知られていない n

2. 大きさと形が同じである 2tu:代 isomorphousが交代する。木休(配仙

子)と木休(i伴走子)とが交代する。従来知られたアオサ，アオノリの一

般型と同じである。乙の場合，接合子の発展コースも櫛定子の発展コー

スも同じであって， いずれも盤状休を作らない褒状休コ戸ス(第 1図b)

をたどる(第2図D)。……M.fuscum var. splendens (第 3図7)。

11. 生活史中l乙1世代だけ存する unigeneration。配偶子を作る本体はまだ勾l

られていなくて，瀞走子を作る本体ばかりであり，滋走子の発展は盤状休

を作る褒状体コースと盤状体を作らない護状体コ F スとがみられる。 i傍走

子l乙は 4本の繊毛を作る種と 2本の繊毛を作る種とがある(第2関 E，F)。
a. 木体から放出された滋定子の発展は盤状休を作る褒状休コ戸ス (Fig.l

a)をたどる。

α. 繊毛4木。……M.zostericola (第3関8)。

s. 繊毛2木。…...M. arcticum (第 3関9)。

b. 本体から放Ihされた泌走子の発展lこは轍状休を作らない褒状休コ戸ス

(第 1図 b)をたどる。繊毛は 2木のものだけが知られており， 4木のもの

は知られていない。・・・ H ・M.tublfo7"1ne (第3関問。

以上を要約すると
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広瀬・吉田 GenusMonostromaヒトエグサ属の生活史 25 

(，.. (A.子て;工は (a. 盤状体を作る嚢状体コ戸ス・・・ H ・M.grevillei， 

I(日I--l-:碍す| lL4.mgicam 

1./1./*/駐日 ~b 轍状休を作らない嚢状休コ F ス M. nit伽 n，
21割引(父W4| M.zui昨 'ockiil叩 I'J~配代織';1
性l すí~I{悶 毛~Ic. 盤状体を作らない平体コース… H ・M.latissimum 

民|世|交IB. 本体(潜走子}syst交代 (瀞定子の繊毛はすべて 4本)
ぁ|代|代l~:... M~ '~~d~la~~;; (--:'M: p~lch-::U-;) 
一 ・(2) 本体一糸状体交代'"..， M. leptode7明 um

2. 同期2世代……M.fuscumvar. splelldcns 

I a. 盤状体を{α 時走子の繊毛は 4木・・・ H ・M.zostericola 
11. I 作る嚢状(

代! 休コース Is. 櫛走子の繊毛は2本・....・M.arcticum 

ばIb 盤状体を作らない嚢状休コ F ス 繊毛は 2木
......Aι tubifo17nc 

種別の記述

1. MOllostmma allgica'l'a KJELLMAN エゾヒトエグサ。 Y.YAMADA 

and E. SAIT03吋1938)pp. 43-47.新附擬敏町(1946a) p. 76. Y. YAMADA29l(1932) 

p.109.一一一_30l(1935) p. 293. 時間~~2町 (1939) p. 1248. 

本体 1(配偶子)。異型配偶子，繊毛2本，眼点+0cyst+。瀞走子，繊毛

4木，限J点、+。生活史の型は Thallus(gamete)・cysttype (第2図A)。発生は

盤状休を作る褒状体コ戸ス(第 1図a)。全生活史は第3図の 1。

2. M. arcticum WITTR∞K.P. Ko悶 MANNund P.H. SAlll..ING14l (1962) 

pp.305-307. P. Ko悶 MANNI3l(1963) pp. 63， 65. 

本体 1(悌走子)。梯走子，繊毛2本，限点+0 cyst-。発生は盤状体を作

る褒状休コ F ス(第 1図a)。生活史の型は本休(瀞走子)のみ(第2閲E)。した

がって，世代の交代は存しない。金生活史は第3図9。

3. M. fuscum (P. et R.) WI'ITR. var. splendens (RUPR.) ROSENVINGEオ

オヒトエグサ。 TA'百，WAKI25l(1963) pp. 381-387. 

本体2(配偶子と瀞走子)。同型配偶子，繊毛2本，限点+。発芽は直接型.

発展は盤状体を作らない褒状休コース。務定子，繊毛4本，眼点+。瀞走子

の発芽は直接型。その後の発展は盤状体を作らない護状体コ F ス。滋走細胞

の放出孔は定形円形。生活史の型は第2図D。金生活史は第3図70

4. M. grevillei (THURET) WI'ITRI白 Kウスヒトエグサ。 E.ScHRElBER2町
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26 五車類第12巻 第1号 昭 和39年4月

(1942) pp. 414-417. S. SUNESON24) (1947) pp. 235-246. K. IWAMαro") (1960) 

pp. 99， 100. P. Ko貯 .MANNI2)(1962) pp. 303-305. P. KORNMANN und P-H. 

SAHLING14) (1962) pp. 195-202.殖国三郎，岩本康三，三浦Irp，14ff28) (1963) p. 153. 

P. KORNMANNI3) (1963) pp. 63-65. 

本体 1(配偶子)。異型配偶子，繊毛2木，眼点+0cyst十。 vff走子，繊毛

4本，根点+。発生は盤状体を作る護状休コース，雪量状構造は後々まで存続

する(第 1図a)。生活史の型は第2図A，全生活史は第 3図の 2。

5. M. latissimum (KUETZING) WITTROCK ヒロハノヒトエグサ。新崎

盛敏2)(1946 b) pp. 281-287.一一一一町 (1949)pp. 137-143. 瀬木紀男21)(1956) 

pp. 314， 315.瀬木紀男，後藤和四郎2幻 (1955)pp. 1-5.一一一回】 (1956)pp. 55-

60. N. CARTER5) (1926) pp. 665-689. 時田部26)(1939) p.1248. K. IWAMOTO") 

(1960) p. 98.殖国三郎，岩本康三，三油、l沼Ufi28)(1963) pp. 153， 154. 

本体 1(配偶子)。同型配偶子へ繊毛2本，限点+0 cyst+ 0 iJfi走子，繊毛

4*，日艮点+。発芽は直接担。 発展は盤状体を作らない平休コ戸ス(第 l灰l

c)。生活史の型は第 2図A，金生活史は第 3図40

滋走子の発芽後の発展については， IWAMOTO川 (1960)によると盤状休を

作る平体コ戸スとしたが，新崎，湘i木両氏は盤状休を作らないとしているの

で，岩本の結果は再検討を要すると考える。

6. M.leρtodermum K]ELLMAN. P. KORNMANN und P-H. SAHLING14) 

(1962) pp. 312-316. P. Ko悶 MANNI3)(1963) p. 66. 

本体 1(瀞走子)，乙の滋走子は繊毛4本，滋走子は 150Cで培養すると発

芽して水平に拡がった糸状休となる。糸状体上lζ瀧走子褒を生じ，繊毛4本

の瀞走子を生じる。 乙の瀞走子の発展は盤状体を作る翼状体コ戸ス(第 1図

a)。木休の基部には護状体の名残りの筒状の部分が残存している。しかし本

体から放出された昨走子を 3__40Cで培養すると水平に拡がった糸状休の|世

代を経ないで盤状休を作り裂状休となって本休lζ発展する。生活史の型は第

2図c。全生活史は第3図6。糸状休を経ないで本体!こまで発育する cycle

は単にiJjf走子による繁殖とみなすべきである。本種と M.zostericolaとは，

その本体だけでは外見上はなはだ区別しがたいが，生活史のちがいが大きな

差異であるの

* CARTER5) (1926)は異型配偶子としたが，同氏の図版をみると，乙れは同型とすべき

ものと考えられる。他の諸学者はすべて同型としている。
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7. M.nitidum WITTROCKヒトエグサ。新崎盛敏吋1946b) pp. 281-287. 

一一一_1)(1946 a) pp. 74， 75.一一一的(1949)pp.137-143.瀬木紀男，後藤有l

四郎23)(1956) pp. 55-60.広瀬弘幸町(1959)p. 457. V. J. CHAPMAN町(1962)pp. 

53，54， 313. 

本体1(配偶子)。同型配偶子，繊毛2本，眼点+0cyst+o 佐走子，繊毛

4本，眼点+。瀞走子の発芽は直接型。発展は盤状体を作らない護状体コー

ス(第1図b)。生活史の型は本体(配偶子〉ーcyst型(第2図A)。全生活史は第

3図3。

瀬木2日 (1956)は M.nitidumの瀞走子は発展して盤状体を作ると報じ，

乙の盤状体より褒状体が発生するものと考えたが，盤状体がふくれ上がるの

は実際には観察していない。なお名倉闇一郎1的(1921)p. 7lの本種の図は幼

体の姿が嚢状体である乙とを示している。

今，乙乙に留意しなければならない乙とは，前述の M.latissimumと

M. nitidumとの 2種の区別は，はなはだ困難な場合が多く，乙とに両種が混

生している場合には特にその感が深い。したがって，極端な場合，両種が全

く逆IC.混同される場合もあり得るので，今後の研究には，生活史の全経過(第

3図3および 4)と材料の種名との関連を充分に検討した上で実施しなければ

ならない。

8. M. pulchrum F ARLOW シワヒトエグサ。

本種は分類学的に M.undulatum WrπR.の synonymにされるべき乙

とを TOKIDA27)(1954)も KORNMANNund SAHL町G10(1962)ものべているの

で一応同種とする。したがって生活史は 10.M. undulatumのところでの

べる。

9. M. tubiforme IWAMOTOラッパヒトエ。K.IWAMOT011) (1960) pp. 

93-96.殖国三郎，岩本康三，三irlillB雄日)(1963) pp. 153-155. 

本体 1(瀞走子)0 好走子，繊毛2本， .1岐点+0iJJr定子の発芽は直接型。発

展は盤状体を作らない裳状体を経て本休lこまで発育する(第 l図 b)。生活史

は本体(i!在走子)だけで世代の交代はない。生活史の型は第2図E，金生活史

は第 3図10。

10. M. undulatum WITTR民 K シワヒトエグサ。 Syn.M. pulchrum. Y. 

YAMADA and E. SArro32) (1937) pp.47-49. Y. YAMADA and M. TA'百 WAKI33)

(1959) p.483. P. KORNMANN und P-H. SAHLING10 (1962) pp. 308-312.吉田啓
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正副(1964)pp. 8-14. J. TOKlDA27) (1954)p. 61.時国保26)(1939) pp. 1248， 1249. 

新崎盛敏1)(1946 a) pp. 78， 79. P. Ko悶 MANN13)(1963) pp. 63-65. 

本体1(瀞走子)。瀞走子は繊毛4本，限点一。瀞走子の発芽は間接型でそ

のまま cystになる。 cyst内に形成された櫛走子は繊毛4本，眼点一。乙の

櫛定子の発展は盤状体を作らない平体コ F スをたどる(第 l図c)。生活史の

型は本体(瀞走子)-cyst型(第2図F)。本種の生活史の探究の結果は YAMADA

and SAlT032) (1937)もKORNMANNund SAHLINGU) (1962)も吉田34)(1964)もす

べて同じ結果を得ている(第 3図5)。

11. M. wittrockii Boru宙 r.C. BL田町G4)(1935) pp. 60-62. F. MOEWUS'7) 

(1938) pp. 357-441.時田郷2的 (1939)p. 1249. 

本体(配偶子)。同型配偶子，繊毛2本，限点+0cyst十。瀞走子，繊毛4

本，眼点+。発展は盤状体を作らない護状体コース(第 1図b)。生活史の型

は，本体(配偶子)・cyst型(第2図A)。全生活史は第3図3の M.nitidum I乙

同じである。 BL田町G叫 (1935)は本体から放出される櫛走細胞は雌性配偶子

であるとし，乙れが単為発生的lこ発芽して本体になったと報告している。ま

た MOEWUS17)(1938) は前述のように，本体の核相が~.相である，乙とを明らか

l乙しTこ。

12. M. zostericola TILDENモツキヒトエ。 Y.YAMADAandT.KANDA初

(1941) pp. 217-221.新崎盛敏。(1946a) pp.76-78. Y. YAMADA and M. TATE-

WAKI33) (1959) p. 483. 

本体 1(瀞走子)。瀞走子は繊毛 4 本，限点一。櫛定子の発~:は直接型，発

展は盤状体を作る主題状体コ F ス(第 1図a)。生活史の型は第2図F。全生活

史は第3図8。最近 TA'官 WAKI2町 (1963)は文末において，山間幸男との共同

研究の結果，本種の盤状体に配偶子の形成されたととろを発見したと記して

いるので，乙の点がくわしく発表されれば，生活史が書き改められるかも知

れない。

13. M. bullosum THURET.“R. CHODAT7) (1894) pp.134-142" 

本種は淡水産であるが， RE別回同 (1878)の書いた本種の配偶子と cyst

の図が FRITSCH町 (1935)中にのせられである。乙れをみると，本種は本体(配

偶子)・cyst型の世代交代(第2図A)であるととがわかるが，原著を見る機会

がなかったので本文から除いた。

掴筆するにあたり，貴重な文献を多数貸与された東京大学の新崎盛敏博
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士及び徳国広氏に対し深基なる感謝の意を表します。

Summarv 

1. All knowledges were reviewed especially as regards Iife histories of the 

genus Monostroma， being based upon studies concerned hitherto published. 

2. Here were shown diagrams of life histories of those species which were 

already more or less studied. Diagnoses of species were described merely regard-

ing their methods of reproduction， modes of spore-development， and types of 

alternation of generations. Species described here are as follows: 1. M. angicava， 
2. M. arcticum， 3. !vl.fuscum var. splende1/s， 4. M. grevillei， 5. M. latissimum， 6. 
M. leptodermu/II， 7. M. nitzdum， 8. M. pulchrum， 9. M. tubiforme， 10. lvl. undula-

tum (=pulch1"1U1I)， 11. M. wittrockii， 12. M. zostericola， 13. M. bullosu11l. 

3. Life histories of the present genus can be arranged as below so far as 

above 13 species are concerned. 

1. two generation alternate， one generation is gamete-or zoospore-producing 

thallus and another one is cyst， filament， or zoospore-producing-thallus. 
1. two generations heteromorphous， gamete-producing-thallus or zoospore-

producing-thallus alternates with cyst or filament. 

(1) gamete-producing-thallus or zoospore-producing-thallus alternates with 

cyst (Fig. 2 A， B). 

A. gamete-producing-thallus alterna包swith cyst (Fig. 2 A). 

a. development of spore of“sac-wi出-disccourse" (Fig. 1 a). 

・1.M. aJ/gicava (Fig.3-1) 

.4. M.gr，ωillei (Fig. 3-2) 

b. development of spore of“sac-without-disc course" (Fig. 1 b). 

・7.M. Ilitidum (Fig. 3-3) 

11. .¥1. toiUr，血:kii

c. development of spore of“plate-without-disc course" (Fig. 1 c). 

・5.M. latissimum (fig. 3-4) 

d‘ development of spore of“plate-with-disc course". 
unknown (Fig. 1 d) 

B. zoospore-producing thallus alterna飽5 with cyst (Fig. 2 B) and zoo-

spores which are derived from cyst go on “plate-without-disc course" 

(Fig.1 c). ...・H ・H ・H ・.....・H ・..10. lvl. ullduωtUIll (Fig. 3-5) (ルJ.pulchrum) 

(勾 zoospore-producing-thallusalternates with filament (Fig. 2 c)， develop-
ment of zoospores which are derived from filament go on“sac-with-disc 
course" (Fig. 1 a).………...・H ・.....・H ・-しH ・H ・..6. M. leptodermum (Fig. 3-6) 

2. two generations isomorphous， gamete-producing-thallus alternates with zoo-
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spore-producing-thallus， (Fig. 2 D)， development of both zygotes and zoospores 
of“sac-without-disc course" (Fig. 1 b). 

・3.1vI. jIlsc UIIιvar.ゅlendens(Fig.3-7) 

11. one generation in a life history， namely， zoospore-producing-thallus only 

(Fig. 2 E， F). 
a. development of zoospore goes on “sac-with-disc course" (Fig. 1 a). 

tl. zoospore four ciliate. ...・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 12.M. zostericola (Fig. 3-8) 

fI. zoospore two ciliate.…H ・H ・.....・H ・-……・……・ 2.M. arcticum (Fig. 3-9) 

b. development of zoospore goes on “sac-without-disc course" (Fig. 1 b).・

・・ 9. M. tubiforme (Fig.3-10) 
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ラン藻，緑藻の耐i束性

HOLM-HANSEN， O. Viability of blue-green and green algae after freezing. 

Physiol. Plantarum 16: 530-540 (1963) 

藻類の低温に対する影響については，現在まで多くの仕事がなされている(照本・藻類

6 : 99-106 (1958)参照)。著者は藻類細胞の凍結による影響は， Phycologyの多くの領域の

中でも最も興味あり，また重要なもののひとつであるといっている。なにはともあれ，こ

の実験はラン藻，単細胞緑藻が低慌においての生存可能な限界をわれわれに示してくれて

興味がある。

常に氷点以下(ロス向)の気瓶で，最も緩い月でも平均気温は約一30Cといわれる南極

大陸のラン藻，緑藻が分概されている。この実験で用いられた藻類は， 1960年にロス鳥

(7i"30' S.， 168000' E.)から半径 1007"イル以内で採集されたものである。比較される藻類

はウイスコンシン付近の各地から分離されたものである。凍結はー100C，-250C， -300C， 

-700C，ー1960Cの各温度で行なわれたが，最も興味あると恩われるところを表にして

みるの
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種 名 採築地
-196'Cの凍
結後の生害率

ラン藻 Schizothrixcalcicola 南 極※生長最良

" Nostoc COlll1llllne 南 極 生長選い

" Oscillatoria mbescens ウイスコンシン 生長せず

" Phormidium tenlle ウイスコンシン 生長最良

" Calothrix parietina ウイスコンシン 生長最良

" Pho1"l1lidium minnesoten刷? ウイスコンシン 生長遅い

" Nostoc muscorum 生長遅い

緑 諜 ChlorellaPyl官'/Ioidosa 5.2% 

" ChlO1"ella sp. 南 極 1.4% 

" Bracteacoccus sp. 南 極 O.∞，2% 

11 Chlorella sp. 南 極 0.05% 

11 Chlorococcll1l1 ベ(IISi01111111 南 極 2% 

" Chlorella sp. 南 極 30% 

" Neochlon's sp. ウイスコンシン 0% 

※ラン蔀は，糸状または単細胞によらず量的測定ができないため，とけた誠料を新し

い壊液IC植えつぎ，その培液で生長してくるまでの時聞を生長皮として比較してい

る。

次に培液tヰ浮瀞させたラン藻，緑藻を凍結(ー25'Cで 1週間連続凍結)し，次に融解

(室温)することを繰りかえした場合で，何週間位生存し続ける事ができるかを示してL、る。

種 名 採集地 議えして足も生i宮容 存高{宮Z%Rj 望
できた期間

ラン溌 Nostoc削 tlscorllm 9週間以上

" Phorm idiulIl 111 umesotense ウイスコンシン 1 週 関

" Plectonema Nostocorum ウイスコンシン 1 週 間

11 Calothrix paげ'etina ウイスコンシン 9週間以上

11 Phormidium tellue ウイスコンシン 1 週 間

" Lyngbya Birgei ウイスコンシン 6週間以上

" Diplocystis aeruginosa ウイスコンシン 1 週 岡

" Gloeotrichia echinulata ウイスコンシン 。適 閲

" Synechococclls cedrorlll/l 1 週 関
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最終週
間の生
存率
(%) 

O.αlO5 

0.16 

0.005 

0.17 

0.001 

0.02 

0.01 

凍結 (-25.C)
敵降を繰りか
えしても生帯
できた期間

O 週間

20週間以上

0 週間

0 週間

0 週間

O 週間

O 週間

1 週間

0 週間

17週間以上

16週間以上

19週間以上

14週間以上

14週間以上

17週間以上

19週間以上

新著紹介

極

極

極

極

極

極

採 築 地

Oscillatoria rllhescells ウイスコンシン

Schizotlzrix calcicola 南極

AllkistrodeSlIIlIS COJ/τ'0111111-' ウイスコンシン

Chlorella sp. ウイスコンシン

Neochloris sp. ウイスコンシン

Stigeocloniullt sp. ウイスコンシン

Protosipholl hotryoides ウイスコンシン

HonnidiuJll flaccidlllll ウイスコンシン

Trihollema Sp. ウイスコンシン

Chlorella pyl・'elloidosa

RrarteacocclIs sp. 

StichococcuS hacillari.、
Neochloris sp. 

RracteacocclIs Sp. 

Chlorella sp. 

Chlorella sp. 

南

南

南

南

南

南

名種

ラン藻

緑藻

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

上の表からわかるように，普通土壌'1-'や淡水中下層に附着している糸状のラン藻が生

存率最も大きく，単細胞のラン藻は凍結により簡単に死んでL、る。 Chl.pyrenoidosaを除

き，ウイスコンシンで分離した緑藻は凍結後の生存率は非常に悪く，ほとんど生存しない

ものが多かったが，南極産の単細胞緑藻は凍結後の生存率は非常に高い。その他， Chl. 

pyrenoidosa (34 X 106細胞濃度)を -250Cに長期間貯蔵して，その耐凍性の減少をしらべ

ているが， 367日後生きている細胞は見られなかった。

(J照本勲・北大低源科学研究所生物学部門)

介紹著新

日本産化石珪藻類〔金谷太郎(要旨補訂)(英文))

J. BRUM et J. TEMPERE (1889): Diatomees fossiles du Japon， by Taro KANAYA . 

日本古生物学会(東大理学部地質学教室内)が「日本重要化石の図説J (A survey of 

the fossils from Japan i1Iustrated in c1assical monographs)として，日本の地質学の初

期において研究報告された化石生物についての原著 10篇の図版の部分を同会の創立 25周

- 33ー
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34 藻類策12巻 鏑1号 昭 和 39年4月

年記念事業として翻刻した中に含まれた化石法藻類の部分で，この原著は J.BRUN et J. 

TEMPERE (1889): Diatomees fossiles du Japon (memoires de la Societe de Physique 

et d' Histoire Naturelle de Geneve， Tome XXX， No.9)である。この翻刻版は原著の本

文は全部省略し，図版と学名だけであるが，学名は原著が発行された後に属名などが変っ

たものは新しい学名も付記されてL、る。金谷博士がこの原稿執筆中に参考にされた文献や

学名などについて私にも照会があり，いささか協力して上げたところもあったので，発行

と同時に一部を寄贈して下さった。ただしこの翻刻版は謹藻類のところだけは分売されて

おらず，他の化石の記事と合わせて 10筋を掲載したものが1冊になっていて，定価は

4，500円である。(津村孝平)

パンデノレヴェルフ及びフルス者オランダ産佳藻類

A. VAN DER WERFF en H. HULS: Diatomeeen van Nederland. (1957-) 

16X22 cm のアート紙の片面(裏面は~問)の上半部に珪藻の図を，その下半部に学名

および Habitus，Structuur， Dimensies， Ecologie， Presentieおよび Fossie!などの項に

分けて要旨を簡潔に印刷したものを約 60枚ずつまとめて 1回分の配木としているもので，

1957年から 1963年までに Aflevering1-7までが発行されており，全部で Aflevering

1-10で完結するはずである。現在までの配本の中に珪藻類の術語解や分類表なども含ま

れているが，著者の 1人A.V AN DER WERFF氏の私信によれば完結までの聞に検索表

なども加えられるそうであり，まだ 2-3年かかるとのことである。なおこの需は上に書い

たようにJl-面印刷の裁断したままの紙業であって，掲載種も一定のJI煩序なしに扱われてい

て，完結の上，分類の順序に並べて製本するようになっている。価格は 1附(1聞記本分)

がHfl.4.50である。(津村孝平)

第 5回国際海藻シンポジゥム開催のお知らせ

第5同同際海藻シンポジウムは，カナダ学術研究会議等の主催によって明 1965年8

月2511から 28日迄カナダ ハリファックスに於て行はれ，広く海藻に興味を有する人達

の参加が希摂されている。共際に行はれる線i'iは海藻の次の諸問題に関するもので，英高

叉は仏沼によって行はれたいとのことである。

ノi-1虫，分納，生理，炭水化物，炭水化物以外の成分，代謝作用，食料としての海藻.

倶業への利用，海藻抽11¥物の製造，以上一般織作の他に少くとも 3名の講演者による，現

υ 在i俗蕊に関する市要問題に就ての講演が予定されているn

尚 8月231'1-24日には NorthhumberlandStraitsの Pictouへの Irishmossの

採取， 乾燥等視察を目的とした見学旅行が，叉 8月29fj-31日には， ノパスコチア地

方の南丙部 Dighy附近への採集旅行が行はれるとのことである。
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学会銀事

xこのシンポジウムに就ての問合せは下記宛行はれたい。

The Secretariat 

V International Seaweed Symposium 

National Research Council Laboratories 

1411 Oxford Street， Halifax， Nova Scotia， Canada. 

学 .A. 

= 録

会員移動

事

(昭和 3!l年 12月16日より昭和 39年 3月31日まで)

新入会 (6名)

住 所 変 更

姓名変更(1名)

大森(旧姓西林〉長朗

- 35-
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36 藻類第12巻第1号 昭 和 39年4月

退会 (4名)

九万田ー己，当!旬重孝，山岸秀夫，吉田陽一

寄 贈 文 献

!族山 虎也 、増殖研究に現われた問題点に関するシンポジウムミの紺介，須勝俊造氏の

講演「アサクサノリを中心にj者主主関係Jを中心にして，水産噌殖 第 9巻

第 2号， pp.97-102， 1963. 

須藤俊造 Intergenericand Interspecific Crossings of the Lavers (POゅhyra)

日本水産学会誌， Vol. 29， No. 8， pp.739-748， 1963. 

東京湾を主とした養殖ノリの種類， Vol. 4， No. 4， pp. 28-32， 1957. 

照本 勲マリモ節間細胞の耐凍性・1，低温科学.生物篇，第 20精， pp. 1-24， 1963 

(北海道大学低温科学研究所業績第617号).

津村孝平 ピキシラおよびその近似属の珪藻類，横浜市立大学論叢，第 14巻(自然科

学系列)，第2号， pp. 67-90， 1963. 

A systematic Study of Silicosagellatae横浜市立大学紀要， Ser. C-45， 

pp. 1-85， March， 1963. 

オドントトロピス属の化石珪務3極，地学研究，第 14巻，第5ザ， pp. 149-

150， 1963. 

Naviculaゆectabilisと N.lIIikadoとについて，植物組l沫，第 24巻，第

3号， pp. 4-7， 1963. 

ACTA BIOLOGICA VENEZUELICA: Vol. 3， Art. 17-24， 1963. 

EOTAHl14ECKl1白況(4PHAλ，Tom. 48， No. 9-11， 1963. 

海洋与おIJ沼第5巻，第4耳Ij，1963. 

昭和 38年度庶務会計報告

(昭和 38年4月1日より昭和 39年3月31臼まで)

庶 務 報 告

1. 昭和38年 4月 1日 本会評議員改選の結果在京幹事須藤俊造氏(関東地区)評議員

に当選，後任幹事に片岡実氏(東京水産大)が委附された。

2. 昭和 38年 4月 3日 東京虎ノ門共済会館に於いて本学会懇談会を開催。 LU附会員

33名。

3. 昭和 38年 4月25日 「藻類J第 11巻，第 1号発行。

4. 昭和 38年 8月25日 「藻類J第 11巻，第2号発行。

5. 昭和 38年10月 11日 第 28田植物学会岡山大会に際しての本学会の祁・行事は玉野市

に於いて以下の如く行なわれた。

(1) 本学会評議員会，岡山大学玉野臨海実験所にて，出席者9名
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学会録事

(2) 講演会，玉野市海事研修所講堂

ア 藤山虎也:アサクサノリの細胞学

イ 福島博・小林艶子:南極の淡水藻とくに珪様について

ウ プロパゾーリ:藻類の栄養と形態，発生

エ 渡辺篤:徴細藻類の保存について

オ 藤原輝子:ダプリンの近況

(3) 本学会第 11回総会 玉野市海事研修所講義室，出席者 58名

ア開会挨拶 イ会長挨拶 ウ庶務会計報告

37 

エ 10周年記念事業として「藻類」第 l巻より 10巻までの総索引を作ることに満場

一致で決定

オ 東大海洋研究所に藻類部門の設置を学術会議に要望する件に，新崎盛敏，藤山虎

也両氏より説明があり，r在京の評議員が中心となり要望書を作成し学術会議に提出

する」ことに決定

(4) 懇談会 国民宿舎玉野荘大広間にて，出席者約 100名，多彩の催があり頗る盛会で

であった。

6. 昭和38年 12J] 25日 藻類第 11巻，第33;発行

7. 昭和39H 3年 31日現在会員数 409名

会計報告

収入之官ijl

円

会費 273人 (388件 185，024

臨時会費 134人(134件 51，170

マック I本誌 242冊 35，870
/ l総索引 14冊 5，320 

(内金として)

{普-泊予金(拓銀 9

利 f' {振替貯金(普通 3

t振替貯金口座 752 

(3l:!.4.3虎ノ門会館lL¥
寄附金(~~:::..VJ.~~~:~'';:) 2，440 \1i~ける本会懇談会より/

小計

前年度繰越金

総計

280，588 

62.745 

343，333 

支出之部

( Vol. X1-1 

印 刷 費 {Vol. XI-2 

l Vol. XI-3 

( Vol. X1-1 

発 送 費 {Vol. XI-2 

l Vol. XI-3 

通信費

消耗品質

謝礼

小計

次年度繰越金

総計
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円

54，8∞ 
60，600 

37，890 

8，215 

8，330 

5，680 

6，960 

1，18'1 

3，000 

186，659 

156，674 

343，333 



38 藻類第12巻第1号昭和 39年4月

本学会恕談会

昭和39年4月1日，日本水産学会大会を機に，本学会懇談会が東京水産大学に於て開

催された。出席者は39名。

片岡幹事の司会により始まり，山田会長の挨拶の後，;ffr崎盛敏氏より，説話洋研究所，

自然保護協会，水質の保護国際会議等について報告があった。その後，特別参加の薬師寺

英次郎氏(東邦大，非会員)よりチトクローム結晶と藻類の類縁関係について話題が提供さ

れた。叉，最近アメリカから帰国された千原光雄氏よりアメリカの藻類学者の紹介と研'先

につきスライドで説明があった。その後自己紹介等があり散会した。出席者は次の通り。

(ABC順，敬称略)

秋岡英承，新崎盛敏，千原光雄，藤山虎也，福島博，林田文郎，久内清孝，稲垣貫一，磯

田洋二，岩本康三，亀谷嘉夫，片田実，川嶋昭二，喜田和四郎，鬼頭釣(非会員)，小林鈍

子，黒木宗尚，大房剛，尾形英二，岡本一彦，大西一博，大野正夫(非会員)，斎藤誠，斎

藤俊一，佐藤重勝， 1瀬木紀男，須藤俊造.高野秀昭，田中剛，寺本賢一郎，津村孝平，殖

国三郎，渡辺篤，鍍線，薬師寺英次郎(非会員)，山阻幸男，山田家正， 山本海苔研究所

(代表荒木氏)，吉田忠生

役員移動

今般，本会幹事，秋岡英法氏移動に伴い，昭和38年4月 11:1附をもって芳賀卓氏が後

任幹事を委嘱された。

本会名誉会員三宅脇ー博土は，去る 3月30日，病気の為逝去されました。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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定

会員諸君から大休次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

1. ~盛類に関する小論文(積J文). 綜説， 論文抄録， 雑録等。

2. 原稿掲載の取捨，掲i践の順序.i4'l書及び校正は役員会に一任のとと。

3. 別刷の賞用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録l乙限りその 50部分

の段用は会l巴て負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原前用紙 12枚位進，其{也は同上 6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内iζ含まれる。

向小論文，綜説に限り ，欧文題口及び本文半頁以内の欧文摘要を付する ζ と，欧文

は成る可<.英，主Jl諮を用うる乙と。

5. 原稿は平仮名混 り.t民主?としなるべく 400字詰原稿用紙を府うるとと。

規稿投

向学会!と関する通信は， 私幌市北大理学部総物学教室内本会庶~. 会計叉は編集幹

事宛と し幹事の個人名は一切使用ぜぬよ う特に注怠の乙と。

幸

義
男

郷

実

往

正

朔

卓

説

家

圭

昭和 39年 度 役 員

田
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問

橋

間

永

質

山

中

片

苅

山

松
北
方

長

耳1

会

銅
幹

編集 ・会計幹事

庶務幹 事

幹事

" 

H 

集

編集兼発行者 中 村 義 輝

室蘭市新宮町北海道大学理学部海様研究所

昭和 39年 4月20日印刷

昭和 39年 4月25日発 行

者 山中 キ ヨ

札腕市 北三条来七丁 目三四二番地

IilU 印

所 日 本 E菜類学会

札幌市北海道大学週学部般物学教室内
綬替小僧 13 3 0 8 

.... -=-.: 
1J 発

禁 転 載

不 許 複 製
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第 12巻第2号 Vo1. XII. No. 2 

操 委員
THE BULLETIN OF JAPANESE 

SOCIETV OF PHVCOLOGV 

昭和 39年 8月 August 1964 

目次
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日 本 藻 類 学 会 々 則

第 1条 本会は日本E菜類学会と称する。

第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親/1妻を図ること

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年 1回)
2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 本会の事業年度は 4月1日に始り，翌年3月31日に終る。

第 6条 会員は次の 3積とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人叉は団体で，役員
会の承認するもの)。

2. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，木会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推iXIi，するもの)。

3.特別会員(本会の趣旨に賛同し， 木会の発展に特に寄与した倒人又は団体で，
役員会の推R書するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込蓄を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会聖堂 500円を前納するものとする。但し，名誉会員及び特別会

員は会費を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおく。

会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年と し重任することが出来る。但し， 評議員は引続き 3Jm選出さ
れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附則第 1条~第4条)

第 '1.0条 会長は会を代表し， 会務の全体を統べる。幹事は会長の怠を受けて日常の

会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあづかる。評議

員会け、会長が招集し，また文書をもって. これに代えることが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物 n菜類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(附J!IJ)

第 1条 会長は園内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める (その際評議

員会lま参考のため若干名の候補者を継潟するととが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りとれを指名委嘱する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名と し， 会員数が 50
名を越える地区では 50名までごとに 1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推騰する。但し，その数は全評議員
の 1/3を越えることは出来ない。

地区割は次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を含む)。中部地区(三重を含む)。
近級地区。中国・四園地区。九州地区(沖縄を含む)。

資~ 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない.

多~ 4条 会長および地区選出の評議員lζ欠員を生じた場合は，前任者の残余期閥次
点者をもって充当する。

第 5条 本会ftlJは昭和 33年 10月26日より施行する。



日本海欝陵島の海藻について

野田光蔵*.萎 悌源林

M. NODA and J. W. KANG: Notes on the Marine algae 
of Woolyungdo Island in the Japan Sea 

欝陵島は日本海西南部にあって朝鮮の東海岸より 76海里の沖合に浮ぷ

小島で面積 73km2火山岩よりなり， 海岸線の出入乏しく絶壁をなす処が多

い。乙の島は船便悪く，海が荒れるので今日まで乙の島を訪れた藻類学者は

なく，沿岸lζ産する海藻については全く知られていない。著者の一人，野田

は以前朝鮮産の海藻の調査中，数種の標本を手iζ入れ，萎は 1958年の 7月，

1959年の 4月中旬及び 1961年6月3日に向島を訪れたので海藻採集品をま

とめてみた。

朝鮮の東海岸に於ては北鮮寒流が南下し，欝陵島の対岸，江原道あたり

で東方iζ転じ，向島附近を流れ，またー

部は底流となって更に海岸に沿うて南下

している。一方暖流たる対馬海流の枝流

は東鮮暖流となって韓国の東南端に沿う

て北上し，欝陵島沖で寒流と遭遇し，日

本海の中央部を北上し遠北の飛島附近で

対鳥海流の本流と合流するように思われ

る。従って欝陵島附近は両海流の影響す

る処で興味ある地帯である。この両海流

の勢力は季節による消長があり春から秋

にかけては暖流の影響が可なり及んで居

るように思われる。従って 4月にはウッ

プルイノリ，クロノリ，カヤモノリ，ハ

パノリなどが混生しているのが目立ち，

* 新潟大学理学部
紳韓国釜山水産大学

第1図緯国の東海岸沖の黒点は

官事陵島を示す
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波の強く当る処の最上層にはフノリの群落があり，その下層lこはショウジョ

ウケノリ，ピリヒパなどが密生して居り，アラメの群落が見られる。乙の島

ではアラメは食糧の不足する時lζ少々食用にする程度でアラメが繁生し，ワ

カメの生育に困ると島の人々は訴えている。その他 Bryopsisplumosa， En-

teromorpha compressa， Cladophora densa， Colpomenia sinuosa， Ecklonia 

stolonifera， Sargassum ringgoldianum， Grateloupia elliptica， Polysiphonia 

japonicaなどが生育する。キブリイトグサ (P.japonica)の体上にはイソハ

ナピ (Erythrocladiasubintegra) と

Acrochaetium radiatum JAOが表生

する。後者の形状は盤状組織部を形成

し，それより放射状の校を生ず。即ち

胞子は発芽して等大の 2細胞に分裂し

中央部は擬柔組織状をなし，縁辺部は

遊離し叉状またはー側に枝を分つ。そ

れらの細胞は径4....，7μ，直立校を欠き

単子裂は旬旬枝上l乙直接生じ，卵円形

にして径約6μ，長さ 7....，8μ で原記載

より少しく小形であるが，原産種とよ

γ

ギヤ部
第2図 Acrochaetium

radiatum JAO 

く一致する。 6月には Enteromorphalinza， Ulva pertusa， Tinocladia 

crassa， GratelouPia okamurai， Chondrus ocellatus， Acrosorium uncinatum， 

Heterosiphonia japonica 7月には Codiumadhaerens， Dictyota dichotoma， 

Punctaria latず"olia，Lomentaria hakodatensis， Laurencia okamu切などが

見られ Cladophoradensaの体上には Callithamnioncallophyllidicola 

YAMADA(キヌイトグサ)が着生する。また低水温によって発生するヨレカヤ

モ(Scytos伊honlomentaria f. tortilis YAMADA)，エゾノネヂモク (Sargassum

sagamianum YENDO var. yezoense YAMADA)などが見られるのも興味ある乙

とである。後者は従来日本海lと面する北海道西海岸などに生育する。本島産

のものは媛性で基部は岩上を梢々筒旬するコブコブした根部をなし，主校は

屡々振れ，葉は下部のものは長楕円状，上部のものは細長く線状で形状を異

にし，生殖器托下の小葉は甚だ細く糸状を呈する。また雄性の生殖器托は扇

圧，箆形で先端は時lζ凹みが見られる。
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第s図 Callitha/lZlIioll
callophyllidicola 

キヌイトグサ

第4図 Sargassumsagami-
allum v紅 .yezoellse 

エゾノネヂモタ

A List of Marine algae collected from Woolyungdo Island 

Cyanophyta 

1. LYllgbya lutea (AG.) GOMONT 

Chlorophyta 

2. Bryopsis plumosa (HUDS.) C. AG. ハネモ

3. Chaetomorpha aerea (DILLWYN) KUTZING タルガタジュズモ

41 

4. Cladophora dellsa HARVEY アサミドリシホグサ

5. C. glaucescens HARVEY 

6. C. utriculosa KUTZING 

7. Codium adhaerens (CABRERA) C. AG. 

8. • C. fragile (SUR.) HARIOT 
9. ElIteromorpha clathrata (ROTH) GREVILLE 

10. E. compressa (L.) GREVILLE 

11. E. crinita (ROTH) J. AG. 

12. E. linza J. AGARDH 

13. Ulothrix flacca (DILLWYN) THURET 

14. Ulvaρertusa KJELLMAN 

Phaeophyta 

15. Co争omelliabullosa (SAUNDERS) YAMADA 

16. C. silluosa (ROTH) DERB. et SOL. 

17. Desmarestia viridis (MむLL.)LAMOUR. 
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18. Dictyota dichoto哨 a(HUDS.) LAMOUR. 

19. Dilophus. marginatus OKAMURA 

却 . &klonia stolonifera OKAMURA 

21. Eisenia bicyclis (K.JELLM.) SETCHELL 

22. Endarachne bi・nghamiaeJ. AG. 

23. Ilea fasci・'a(MULLER) FRIES 

24. Laminaria cich刀rioidesMIY ABE 

25. Papenfussiella kuromo (YENDO) INAGAKI 

26. Punctaria latグoli・aGREVILLE 

27. Sarg.ωsum confusum C. AGARDH 

28. S. horneri (TURN.) C. AG. 

29. S. ringgoldianum HARVEY 

30. S. sagamianum YENDO var. yezoense YAMADA 

31. S. thunbergii O. KUNTZE 

32. Scytosiphon 1，仰 1entaria(LYNGBYE) J. AG. 

33. f. tortilis YAMADA 

34. Tinocladia cr.ω'sa (SUR.) KYUN 

35. Unda巾 pinnatifida(HARV.) SURINGAR 

Rhodophyta 

36. Acrochaetium radiatum J AO 

37. Acrosorium uncinatum (TURN.) KYLIN 

38. Anψhiroa aberrans YENDO 

39. A. ephedraea DECAISNE 

40. Callithamni・'oncallophyllidicola Y AMADA 

41. Callophylli・'sadnata OKAMURA 

42. C. rhynchocarpa RUPRECHT 

43. Ceramium japoni，αtm OKAMURA 

44. C. tenuissimum J. AGARDH 

45. Chondria c1加 sicaulisHARVEY 

46. Cho唱drusocellatus HOLMES 

47. Corallina piluri.戸raP. et R. 

48. Dermatolithon tumidulum (FOSUE) FOSUE 

49. Erythrocladia subintegra ROSENV. 

50. Gelidium amansii LAMOUR. 

51. Gigartina tenella HARVEY 

52. Gloiosiphonia caρillaris (HUDS.) CARMICHAEL 
53. Gloio戸ltisfurcata (P. et R.) J. AG. 

54. Grateloupi・aelliptica HOLMES 

55. G. filicina (WULF.) C. AGARDH 
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56. G. livida YAMADA ヒラムカデ

57. G. okamurai YAMADA キョウノヒモ

田. Heterosiphonia japonica YENDO イ ソハギ

59. Laurellcia intermedia Y AMADA ク ロ ソ ゾ

印• L. okamurai Y AMADA ミツデソゾ

61. L. pz.1I1lata Y AMADA ハネ ソ ゾ

62. Lomelltaria catenata HARVEY フシツナギ

63. L. hakodatensis YENDO コスジフシツナギ

64. Polysiplzonia japonica HARVEY キプリイトグサ

65. P. savatieri HARIOT ヒメイトグサ

66. P. urceolata (DILLW.) GREVILLE ショウジョウケノリ

67. Porphyra okamurai UEDA タ ロ ノ

68. P. pseudolinearis UEDA ウップルイノリ

69. Pterocladia tenuis OKAMURA オパタ サ

結辞

以上の種類を以前朝鮮の東海岸で採集した材料と比較してみると，欝陵

島の海藻は対岸の韓国の東海岸よりも，むしろ日本本州の日本海沿岸との共

通種が多く，春から秋にかけては対馬暖流の影響の大きい乙とを示す。また

水温の低下する処に発生するエゾノネヂモク (Sargassumsagamianum var. 

yezoense)，ヨレカヤモ等の出現は注目される。

Summary 

Comparing with the materials collected by the senior writer from the eastern 

coast of Korea， it is clear that， in Woolyungdo Island， Tsushima Warm current 

has more influence .than on the eastern coast of Korea， and its marine algal flora 

resembles that of the coast of Japan facing the Japan Sea. It is interestingぬ.at

Sarg.ω.sum sagamianum YENDO var. yezoense YAMADA is growing there. 
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Observations on the life-history of Jjll"itschiellα 

的 be仰 8αlYENGAR(A preliminary report) 

A. K. V ARMA * and A. K. MrTRA料

The interesting Chaetophoralean Fritschiella tuberosa，五rstdescribed 

from India by IYENGAR (1932) and subsequently reported by RA.NDHAWA 

(1939， 1946)， SINGH (1941， 1947) and RA.NDHAWA and VENKATARAMAN 

(1962) has so far been reported only from SUDAN (BROOK， 1952， 1956). 
The only available report on the sexual reproduction and life-history of 

this alga was that of SINGH (1941). The present investigations were aimed 

to clarify some of the aspects in the life-history of this alga. Parallel 

studies were made both under natural and cultural conditions. Some of 

the present五ndingsare at variance with the published work. 

The alga has an ubiquitous occurrence in the district of Allahabad 

in the Uttar Pradesh in North India. It grows either in moist shaded 

places or inopen fallow lands and occurs throughout the year. The 

alga prefers a pH of 6.8 to 7.3 and the moisture content of the substratum 

on which it grows ranges from 1.19 to 5.13%. It grows luxuriantly， 

particularly on manure heaps and on substratum rich in organic matter. 

Th巴 algais characterised by an erect fan shaped projecting system (pri司

mary and secondary systems)， a parenchymatous prostrate system and an 

elongated and branched rhizoidal system. 

Sexual reproduction by isogamous biflagellate gametes and differenti-

ation of the quadriflagellate zoospores into macro-and microzoospores 

as reported earlier (SINGH， 1941) could not be confirmed. All efforts to 

induce the formation of biflagellate gametes in this form failed and conse-

quently the isomorphic alternation of generation reported earlier (SINGH， 
1941， 1947) could not be confirmed. 

* Algae Section， Division of Microbiology， Indian Agricultural Research Institute， 
New Delhi-12. 

料 Departmentof Botany， Allahabad University， Allahabad， India 
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XII. No. 2， August 1964 
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The quadriflagellate zoospores are formed from the young cells of 

the projecting system (Figs. 2， 3). The zoospores have no eye spots and 

紅 enon-phototactic. In the present investigations， the zoospores were 

found to possess two contractile vacuoles at their anterior ends. 

Figs. 1-3. Fritschiella tuberosa IYENGAR 

1. an young plant; 2. initial stages in the formation of 

zoospores; 3. liberation of quadriflagel1ate zoospores. 

The development of the adult thallus from a single zoospore was 

followed under cultural and natural conditions. The zoospore on ger-

mination undergoes a transverse division into two cells. The lower cell 

gives rise to the rhizoidal system and upper one gives rise to the pro-

jecting system. The prostrate system has been found to be secondary in 

origin， resulting from the septation of the cells in the erect growing fil-

aments in various planes (IYENGAR 1932; FRITSCH， 1954). 

The cells of the prostrate system undergoes further repeated divi-

sions to form large packets of cells. The cell wall gets thickened and 

functions as cysts. No motile swarmers were observed to be produced 

either from these cysts or from the cells of the prostrate system as re-

ported earlier (SINGH， 1947). Instead， these cysts in the prostrate system 

-7-
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Fig. 4. Annual growth phases of F1itschieZla tuberosa 

lYENGAR at Allahabad. 

directly germinate泊tonew erect filaments. However， a certain degree 

of dormancy in the cy冒tswas observed. While germination cou1d be 

initiated in few cysts， majority of the cysts remained in perennating con-
dition. Similar differentia1 germination of cysts was observed in nature 

a1so. Thus， the a1ga persists throughout the year reproducing either by 
asexua1 zoospores or by thick walled cysts. A detailed paper on the 

ecology and life-history of this alga will be pub1ished elsewhere. 

Summarv 

FritschieZla tuberosa lYENGAR， a member of the Chaetophorales exhibits most 
of the potent凶itiesfor the early land plant. ln the present investigation careful 
attention was given to the life-history of this alga both under artificial and natural 
conditions. lt was observed that the reproduction of the alga was either by asexual 
zoospores or by thick walled cysts. The presence of an eye spot in the zoospores 
and the formation of biBagellate gametes could not be confirmed. Zoospores， on the 
other hand， were found to possess a pair of contractile vacuoles in their anterior 
end. 
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フークス卵における RNAの分布*

中沢信午料

S. NAKAZAWA: Distribution of RNA in Fucus eggs* 

Fucusの卵は最初直径およそ 60μ の球形で，のちそのー側に原形質の張

り出しがおこり，乙乙lζ仮根ができる。このときに仮根形成l乙役割を演ずる

物質は，もちろんこの部域に集まって活動するにちがいないことが論理的に

も考えられるし，また他の植物の実験例からも容易に想像される。たとえば

Coccophoraでは仮根突起がはじまってから遠心力をかけて仮根形成物質と

おぼしきものを仮根極から遠ざけてしまうと仮根が分化しない事実 (NAKA-

ZAWA， 1960)， Acetabulari・aでは HλMMERLING(1934)の古典的研究によっ

て，キャップ形成の遺伝情報が下端の核から出発して先端まで移動して集ま

り，そこでキャップ形成にはたらく乙とが仮定され，のちに WERZ(1959， 

1960)によって乙の遺伝情報の正体が RNAとタンパクとの結合体であると

立証された事実などである。また Fucusの生卵を RNase0.1%を含む海水

*斎藤報恩会学術研究費による

紳 山形大学文理学部生物学教室
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vo1. XII. No. 2， August 1964 
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におくと，形成しつつある仮根部の細胞質中に黒い沈でんを生じて卵が死滅

する現象(中沢， 1962)も Fucus卵で仮根分化とそこに役割を演ずる RNA

との関係を暗示する。 筆者は 1962年および 1964年の 5-6月にかけて 2度

にわたり室蘭の北大海藻研究所に滞在し，以上の点を若干あきらかにする乙

とを得たので報告する。

研究材料 Fucusevanescensのリセプタク Jレを集め，これをろ過海水で

よく洗い，表面についているダイアトムその他を落してからペトリ皿にろ過

海水と共に入れ， リセプタク Jレから器底lと生み落された卵をピペットで採り

径 40mm深さ 15mmのペトリ皿lζ入れたろ過海水に移した。本種は♀ 8同

体で，おなじコンセプタク jレ内l乙蔵卵器と蔵精器とが生じ，卵はそこで成熟

し受精してから海水中に生み出されるから，ピペットで採った卵はすでに受

精していたとみなされる。ここでペトリ皿の底lζ沈下した卵はやがて自身で

分泌した粘質物によって器底lζ固着し，仮根形成がはじまる。そのときには

まず卵の一部に突起が生じ，それが伸長して仮根となる。この突起の生ずる

前と後とにおいて，卵をペトリ皿に固着したままで 1時間カ Jレノア固定し，

アノレコ戸 jレ・シリーズを通して水洗し， ピロニン・メチjレグリン法で染色し，

第 3級ブタノーノレで 1分間脱色し， 80%アJレコーJレlζ浸けたままで顕微鏡観

察した。また，おなじくカ Jレノア固定，水洗した卵をリン酸緩衝液で pH7.7

にし 0.2%のRNaseを含む水溶液，および pHを調節しない 0.2%RNase水

溶液で 620Cで3時間処理し， とり出して水洗し， さきとおなじ方法で染色

を試みた。その結果つぎの事実が明らかになった。

(1) 仮根突起が張り出す前の卵ではピロニン・メチJレグリン法で核を青

Fig. 1. Schematic illustration of RNA staining (dotted) 
in Fucus evanescens eggs when the rhizoid pole is 
bulging out. RNA is streaming from around the 
nucleus towards the bulging region. 
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く，細胞質をほぼ一様に赤く染めることができる。しかし細胞質中にも青く

染まる物質が分散している乙とはたしかである。したがって，この背く染ま

る粒子の聞にかくれた核を判別するのは必ずしも容易ではない。 RNase処

理した卵では核の青い染色はなお見られるが，細胞質については青くも赤く

も染まらない。これは pH7.7の RNase液でも，蒸留水lことかしたそれでも

おなじであった。この事実は，さきにあらわれた細胞質の赤および青のどち

らの染色も DNAでなく RNAの染色であった乙とを示すようである。

(2) 仮根突起がはじまった卵では上のような RNA染色が核のまわりか

ら仮根突起へむかつて選択的に流れてゆくありさまが見られる(図 1)。 観察

した卵約400個について例外なくこれがみとめられた。しかも，仮根突起が

まれに 2個生じた卵では，それぞれの突起に対応して2すじの RNAの流れ

がみられた。 2個の突起を生じている卵は 16個観察され，その全部{こ同様な

現象がみられた。乙の場合，この RNAの流れは赤く染まるが，また背く染

まる要素をも含んでいる。一方，さきの方法で RNase処理した卵では核の

みが青く染まり，細胞質の染色はお乙らなかった。したがって核から仮根極

へむかう染色の流れはみられない。ピロニン・メチノレグリン液はリン酸緩衝

液で pH5.4'ζ調節して用いた。

以上の事実から，仮根突起の生ずる以前lとは一様に分布していたおそら

く核起原の RNAが，突起の生ずるとともに，突起の方へ引かれて一方交通

で移動し，仮根の伸長生長に役割を演ずるとみえる。乙れは Acetabulariaの

キャップ形成の場合 (W回 Z，1960)とくらべてみても，当然期待されること

である。また仮根へ流れてゆく RNAのうちでメチルグリンで青く染まる要

素があることは， RNAがかならずしもピロニン・メチルグリン法で赤く染

まるのではなく，ある RNAは DNAとおなじく青く染まる性質をもつこと

を示している。 LISON(1960)によるとピロニン・メチルグリンによる両核酸

の染め分けは高分子の DNAと低分子の RNAとの重合度の差による。そこ

で考えられることは，いわゆるメッセンジャー RNAは DNAをイ型として

つくられた高分子の RNAで，それが DNAと類似の染色反応を示すのでは

あるまいか，ということである。また RNAが仮根形成に役割を演ずるのは

もちろんこの部位でのタンパク合成に活動するからにちがいない。とすると

RNaseを含む培養液内では仮根形成がおさえられるであろう。実際 lこそう

いう現象は Coccophoraで知られている(筆者未発表)。またタンパク合成に
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あたって仮根極で作用する酵素の特異性は SHjSSバランスで規定されてい

るであろうから，これを乱してやると仮根形成に異常がおこるであろう。実

際メルカプトエタノーJレによって無仮根隆をつくった例が Coccophoraにつ

いてある(筆者未発表)が，Fucusではまだ研究されていない。

実験に協力をいただいた北大海藻研究所の方々に感謝いたします。また

北大の原田市太郎教授および名大の大滝保氏に種々お世話になり御礼申し上

げます。

Summary 

Fucus evanescens eggs were五xedwith Carnoy's fluid， and were stained by use 

of pyronine.methyl green solution. As a result， the coloration appeared blue in 

nucleus， and red in cytoplasm. But， in cytoplasm， some blue particles were also 

observed. The cytoplasmic staining occurred uniformly before bulging of the rhi. 

zoidal pole. But， after the bulging， the cytoplasmic staining took place selectively 

towards the rhizoidal pole from around the nucleus. If the egg was treated with 

0.2 per cent RNase solution at 600C for three hours and then stained， the peculiar 

cytoplasmic coloration does not take place. From these facts， it seems that polar 

accumulation of RNA released from the nucleus takes part in the rhizoid elonga. 

tIon. 
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東道太郎氏コレクションの海藻標本目録 [1日

岡本一彦縛

K. OKAMOTO: List of Marine Algae Collected 
by M. HIGASHI [II] 

Fucaceae ひばまた科

ぬlCUSevanescens ]. AGARDH ヒパマタ 国後島(千島)栄浜(樺太)

Pelve.均 wrighti引恥RVEY)Y聞 00 エゾイシゲ静内前別(北海道湖崎・女JlI

(宮城)

f. japonica 利尻島沓形(北海道)大辺塁(朝鮮)

Sargassaceae ほんだわら科

Cystoseira prolifera ]. AGARDH ヤパネモク(琉球)

Turbinar匂 ornataJ. AGARDH ラvパモク(琉球)。Istophyllumcaesp抑制mY凶∞ カイフモク加茂(山形)

C. crass砂.esJ. AGARDH ネプトモク 歯舞・厚岸(北海道)

C. si・'symbrioidesJ. AGARDH ジョロモク 四ケ浦(福井)加茂(山形)大淵里(朝鮮)

C. turneri YE悶刃 ヒヱモク七里ケ浜(神奈111)大淵皇(朝鮮)

Hijikiafusずorme但ARVEY)OKAMURA ヒジキ釜石(岩手)小名浜(福島)小湊・

館山神島(千葉)高須(鹿児島)加茂(山形)

Sargassum confusum AGARDH フシスジモク 小棒高島(北海道)

f. valida YENDO ふ装(福井)

S. crista宅foliumAGARDH トサカモク館山(千葉)

S. enerve C. AGARDH [=S.fulvellum AGARDH] ホンダワラ小湊(千葉)葉山(神

奈川)

S. filicinum HARVEY シダモク館山(千葉)

S. giganteifolium Y AMADA オオパノコギリモク 江の島(神奈110

S. hemiphyllum C. AGARDH イソモク小湊(千葉)江の島(神奈110

丘horneri(TuRNER) C. AGARDH アカモク 館山高島(千葉)金沢・横浜税(神奈
こしの

110越廼{福井)

f.βtrcatodentatum O. KUNTZE クソタレモク大辺里(朝鮮)

* 東京水産大学図書館1<:::勤務するが，国立科学博物館在職中11:報告された
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S. kashiwajimanum YENDO トサモク 館山(千葉)

丘kjellmanianumYENDO ハハキモク館山(千葉)

S. micracanthum (KUTZ凶 G)YENDO トゲモク 館山高島(千葉)

S. nigrifolium YENOO ナラサモ小湊(千葉)

S. niPponi・'cumY聞 DO タマナシモク 館山(千葉)八丈島(東京)

S. patens C. AGARDH ヤツマタモク 小湊・館山高島(千葉)

S. Piluliferum C. AGARDH マメダワラ 館山高島(千葉)加茂(福井)

S.ri・'nggoldianumHARVEY オオパモク 館山高島(千葉)江の島(神奈1(1)

S. sagamianum YENDO ネジモク 小湊・土佐清水(高知)

S. serratifolium C. AGARDH ノコギリモク 館山高島(千葉)福江島三非議(長崎)

小浜(福井)

S. thunbergii (MERTENS) O. KUNTZE f. typicum YENDO ["，S. thunbergii 

(MERTENS) O. KUNTZE] ウミトラノオ室蘭(北海道)小湊(千葉)小浜(福井)

S. tortile C. AGARDH ヨレモク館山高島(千葉)

S. turneri YENDO ヒエモク(ナノリソ) 越廼(福弁)

S. yendoi OKAMURA et YAMADA エンドウモク 館山高島(千葉)

Coccophora langsdorfii (TURNER) GREVILLE スギモク加茂(山形)

PHODOPHYTA 紅藻植物

Bangiaceae うしけのり科

Bangiaf山co・puゅurea(D1LLWYN) LYNGBYE ウシケノリ 天律(千葉)扇舟(兵庫)

Porphyra dentata KJELLMAN オニアマノリ 八丈島(東京)

P.onoi・UEDA オオノノリ 小縛高島(北海道)

P. pseudolinearis U回 A ウップルイノリ 加茂(山形)小得高島(北海道)

P. suborbiculata KJELLMAN マルパアマノリ 畠緑(島根)鼓白(千葉)

P. tasa (YE即効 UEDA タサ損益品(千島)

P. tenera K]ELLMAN アマノリ(アサクサノリ) 大森(東京)

P. umbilicalis (L凶 NE)J. AG組 DH チシマクロノリ 小名浜(福島)七里ケ浜(神奈

1(1) 

Helminthocladiaceae べにもずく科

Trichogloea lubrica (HARVEY) J. .A!臥 RDH["，T. l-equienii (MONTAGNE) KUT-

ZING] アケポノモズク 車道歯結(鹿児島)
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岡本: 東道太郎氏コレクションの海藻標本目録 [II] 53 

Nemαlion 'vermiculare SURINGAR ウミゾウメン 幸脇・大沢(宮剛三国(福井)加

茂(山形)海雲台(朝鮮)

N. puZ.vinatum GRUNOW カモカシラノリ 天津(千葉)

Helminthocladia australis HARVEY ベニモズク 天津(千葉)

H. yendoana NARITA ホソベニモズク 磐井崎(宮城)

Dermonema gracile MARTENS [=D. fraPPieri・(MONTAGNE et MILLARD) 

BOERGESEN] カサマツ八丈島(東京)

Li勾"Oraceranoides LAMOUROUX f. l，φrosa (J. AGARDH) YAMADA ア才コナ

ハダ館山沖島(千葉)

f. pulverulenta (C. AGARDH) Y品({ADA コナハダ館山沖島(千葉)

L. cheyneana HARVEY ケコナハダ甑島商牟田(鹿児島)

L. japonica Y AMADA ヨゴレコナハダ浜島(三重)

L. segawai Y AMADA ミゾコナハダ甑島商牟回(鹿児島)

Chaetangiaceae がらがら科

Scinaia cottonii SETCHELL ヒラフサノリ 館山trl1島・館山高島(千葉)

S. japonica SETCHELL フサノリ 鎌倉(神奈川)
すの

Gloiophloea okamurai SETCHELL ニセフサノリ 洲崎(千葉)

Actinotrichia fragilis (FORSSKAL) BoERG白 EN ソデガラミ 館山沖島(千葉)浜

島(三重)大島(宮崎)福江島三井楽(長崎)

Galaxaura arborea K]ELLMAN ホソパガラガラ 福江島三弁楽(長崎)

G. abtusata (SOLANDER) LAMOUROUX フクロガラガラ 小湊(千葉)

G. clavigera K]ELLMAN アッパガラガラ 甑島繭lt.田(鹿児島)

G. elongata J. AGARDH ナガガラガラ大島(宮崎)

G. falcata K]ELLMAN ヒラガラガラ(ガラガラモドキ) 七里ケ浜(神奈川)大淵里

(朝鮮)

G.fasciculata K]ELLMAN ビロウドガラガラ(小笠原)

G.fastigiata DECAISNE ガラガラ 館山沖島(千劉幸脇(宮崎)

G.fruticulosa K]ELLMAN [=G. suザrultωlosaCHOU] モサガラガラ 甑島碕牟

回(鹿児島)

G. kjellma1lli WEBER V AN Bo白 E サメハダガラガラ 甑島商キー国(鹿児島)

G.ρ'apillata K]ELLMAN パピラガラガラ 青島(宮崎)福江島三井楽(長崎)

G. subvel・ticillataKJELLMAN シマガラガラ 福江島三井楽(長崎)
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G.vゆreculalC~~ ウスパガラガラ 洲崎(千葉)

Bonnemaisoniaceae かぎけのり科

Ptilonia okadai YAMADA ヒロハタマイタダキ小湊(千葉)

Delisea pulchra MONTAGNE [=D. fimb巾 ta(LAMOUROUX) MONTAGNE] タマ

イタダキ天誇・洲崎(千葉)大島(宮崎)

Asparagopsis sanfordiana HARVEY [=A. taxiformis (DELILE) COLLINS et 

HERVEY] カギケノリ 甑島胸牟田(鹿児島)奈留島(長崎)(琉球)

Gelidiaceae てんぐさ科

Gelidium amansii LAMOUROUX テングサ(マクサ・メクサ) 小湊(千葉)浜島(三

重)大島(宮崎)八丈島(東京)福江島三井楽(長崎)利尻島仙法志(北海道)大辺皇(朝鮮)

G. crinale ('百浪NER)LAMOUROUX イトテングサ小名浜(福島)館山(千葉)坊泊

(鹿児島)

G. divaricatum MARTENS ヒメテングサ小湊・館山高島(千葉)保定(愛知)

G. japonicum OKAMURA オニクサ湊(茨城)天湾(千葉)浜島(三重)幸脇(宮崎)八

丈島(東京)

G.linoides lCUTZING キヌクサ白浜(静岡)

G.pac~βcum OKAMURA オオプサ仁右衛門島・小湊(千葉)八丈島(東京)

G.ρusillum (STACKHOUSE) LE JOLIS ハイテングサ小湊(千葉)

v. conchicola P!Iα. et GRUNOW 館山(千葉)

G. subcostatum OKAMURA ヒラクサ江の島(神奈川)八丈島(東京)

G. subfastigiatum OKAMURA ナンプグサ小樽高島(北海道)

G. tenue OKAMURA コヒラ 鎌倉・江の島(神奈JlIl

Pterocladia densa OKAMURA カタオパクサ八丈島(東京)

P. nana OKAMURA チャボオパクサ(琉球)

P. tenuis OKAMRA オパクサ小湊(千楽)稲取(静岡)幸脇(宮崎)福江島三井楽(長崎)

寺泊(新潟)大辺塁(朝鮮)

Yaゆ ellahirsuta 0印刷ヤタペグサ総(宮崎)

Acan幼oρ.el出 japonicaOKAMURA ユイキリ(トリアシ) 天津・希良(千劇内海

(宮崎)

Dumontiaceae りゅうもんそう科

Dumontia simplex CαπON ヘラリュウモン 静内相別(北海道)小名浜(福島)

工初dresnayajaponica OKAMURA ヒピロウド 洲崎{千楽)浜島{三重)
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Hyaゐゆhoniaωespito招 O臥肌庶A イソムメモドキ竿宍為(島根)

Pikea californica HARVEY ミチガエソウ小名浜(福島)

Farlowia irregularis Y AMADA ニセカレキグサ国後島(千島)

Constantinea rosa-marina (GM乱闘r)PO:田富山 etRUPR配 IIT オキツパラ歯舞

(北海道)栄浜(樺太)

Dilsea edulis STACKHOUSE [=Neodi・lseayendoana TOKIDA] アカパ小名浜

(福島)三国{福井)利尻島仙法志(北海道)

Rhizophyllidaceae なみのはな科

Chondrococcus hornemannii (MER百附ScHMITZ ホソパナミノハナ小湊(千

薬)青島(宮崎)八丈島(東京)奈留島(長崎)(琉球)

C. japonicus (HARVEY) OKAMURA ナミノハナ 洲崎(千葉)七里ケ浜(神奈川)

Rhodopeltis liagoroides Y AMADA コナハダモドキ甑島商牟田(鹿児島)

Squamariaceae いわのかわ科

Peyssonnelia caulifera OKAMURA エツキイワノカワ 浜島(三重)

Grateloupiaceae むかでのり科

Halymenia acuminata (HOLM回:)J. AGARDH オオムカデノリ 鎌倉(神奈J1I)

H. agardhii DE TONI ヌラクサ館山(千葉)

H. dilatata ZANARDINI フイリグサ大島(宮崎)

H. rotunda OKAMURA マルパグサ江の島(神奈川)

GratelouPia carnosa Y AMADA et SEGAW A ニクムカデ江の島(神奈111)青島(宮

崎)

G. divaricata OKAMURA 1J~ノリ小浜(福井)加茂(山形)誠当・利尻島仙法
志(北海道)

G. elliptica HOLM回 タンパノリ(ホグロ) 小名浜(福島)館山沖島(千葉)松島(朝鮮)

G. filicina (W乱.FEN)J. AGARDH ムカデノリ 館山高島(千葉)米山(新潟)加茂(山

形)松島(朝鮮)

v. porracea (MER官附 Hov四ウツロムカデ女JII(宮城)

G. gelatinosa GRlJNOW  浜島(三重)

G. imbricata HOLMES サクラノリ 小名浜(福島)江の島(神奈川)

G. livida (HARVEY) YAMADA ヒラムカデ女JII(宮城)横浜本牧(神奈川I)八丈島(東

京)越廼(福井)

G.okamuraiYAMADA キヨウノヒモ大賀{千葉)江の島(神奈川)越廼(福井)
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G.prologata]. AG組 DH 小湊{千葉)寺泊(新潟)

G.ram似 'ssimaOKAMURA スジムカデ鞠・青島(宮崎)

Cyrtymenia sparsa OKAMURA ヒヂリメン小名浜(福島)

Prionitis patens OKAMURA ヒラキントキ小湊(千葉)腰越(神奈川

Polyopes polyideoides OKAMURA マタポウ浜島(三重)

Caゆ0・戸前affinis(HARVE幻 OKAMl.浪A マツノリ 鮫(青森)接接(宮城)黒松(島

根)
ふl:;与

C. angusta (HARVEY) OKAMURA キントキ太海(千葉)大島(東京)浜島(三重)大

島(宮城)

C. articulata OKAMURA フシキントキ鎌倉(神奈川)

C. cornea (OKAMURA) OKAMURA ツノムカデ布良(千葉)

C. crispata OKAMURA トサカマツ小湊(千葉)

C. divaricata OKAMURA ヒトツマツ 小湊(千葉)幸脇(宮崎)

C. elata OKAMURA ナガキントキ小湊(千葉)

C. flabellata (HOLMES) OKAMURA コメノリ 館山高島(千葉)幸脇(宮崎)

C. formosana OKAMURA (琉球)

C. rigida (HARVEY) SCHMITZ チャボキントキ泊津(宮崎)

Cryptonemia schmitziana OKAMURA オオパキントキ 七里ケ浜(神奈川)

Gloiosiphoniaceae いとふのり科

Gloiosiphonia 仰がllaris{HUDSON} CARMICI王AEL イトフノリ 横浜本牧(神奈川)

Endocladiaceae ふのり科

Gloiopeltis complanata (HARVEY) YAMADA ハナフノリ 小名浜(福島)天津(千
おむか

葉)小値賀島(長崎)

G. furcata POSTELS et RUPR配 HT フクロフノリ 湊(茨城)館山沖島(千葉)保定

(愛知)幸脇(宮崎)湊・小値賀島(長崎)大辺塁(朝鮮)

G. tenax ('恒JRNE同].AGARDH マフノリ 大島(東京)浜島(三重)甑島商牟田(鹿児

島)小億賀島(長崎)松島(朝鮮)

Tichocarpaceae かれきぐさ科

Tichocarpus crinitus (GMEL町1)RUPR配 HT カレキグサ留蔚三泊(北海道j栄浜

(樺太)

Cal1ymeniaceae っかさのり科

Callophyllis adhaerens YAMADA クロトサカモドキ 八丈島(東京)
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C. adnata OKAMURA ネザシノトサカモドキ鎌倉(神奈J11)

C. crispata OKAMURA:，ヒロハノトサカモドキ 江の島(神奈川)

C. japonica OKAMURA ホソパノトサカモドキ 洲崎(千葉)鎌倉・七里ケ浜(神奈111)

青島(宮崎)

C. laciniata (H四回N)KUTZING 歯舞(北海道)

C. palmata Y.品!lADA ヤツデガタトサカモドキ鎌倉(神奈J11)

C. rhynchocarpa Rup阻 CHT ヒメトサカモドキ布良(千葉)

Erytho.ρhyllum gmelini (GRUNOW) YEN∞[=Cirrulicarpus gmelini (GRUNOW) 

TOKIDA et MAsAKI] ヱゾトサカ歯舞(北海道)

Callymenia抑 forataJ. AGARDH ツカサアミ 甑島商牟田(鹿児島)

C. sessilis OKAMURA ヱナシカリメニア大島(宮崎)

Calosiphoniaceae ぬめりぐさ科

BertJzoldia japonica (OKAMURA) S回 AWA ホウノオ館山高島(千葉)浜島(三重)

~ernastoDlaceae ひかげのいと科

Schizymenia dubyi (CHAUVIN) J. AGARDH ペニスナゴ小湊(千葉)

Solieriaceae みりん科

Solieria robusta (GREVILLE) KYLIN ミリン 館山沖島・館山高島(千葉)大辺塁

(朝鮮)

s. mollis (HARVEY) KYLIN ホソパミリン保定(愛知)

Eucheuma gelatinae但SP.)J. AGARDH カタメンキリンサイ(琉球)

E. serra J. AGARDH トゲキリンサイ 泊津(宮崎)八丈島(東京)

Merisωtheca coacta OKAMURA キクトサカ大島(宮崎)

M. papulosa (MONTAG阻:)J. AG線開 トサカノリ 布良・館山高島・館山沖島

(千葉)鎌倉(神奈川)油稼(宮崎)大島(東京)

Turnerella mertensiana (P，回TELSet Rup阻 CHT)ScHMITZ エゾナメシ歯舞

(北海道)

Plocarniaceae ゆかり科

Plocamium telfairiae HARVEY ユカリ 天湾・小湊・洲崎(千葉)浜島(三重)大島

(宮崎)海雲台(朝鮮)

P. oviforme OKAMURA ヒメユカリ 天津(千葉)

P. leptophyllum KUTZING v. .flexuosum J. AGARDH ホソユカリ 奈留島(長崎)
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Hypneaceae いぱらのり科

Hypnea cervicornis J， AGARDH カズノイパラ 小湊(千葉)幸脇(宮崎)

H. charoides LAMOUROUX イバラノリ 天津(千築)

H. flagelliformis GREVILLE スジイバラノリ 寺泊(宮崎)

H. japonica T ANAKA カギイバラノリ 七里ケ浜(神奈川)青島(宮崎)八丈島(東京)

H. saidana HOLMES サイダイバラ 館山高島(千葉)

H. variabilis OKAMURA タチイバラ小名浜(福島)館山高島(千葉)

Sphaerococcaceae きじのお科

Phacelocarpus japonicus OKAMURA キジノオ天津(千葉)

Caulacanthus okamurai YAMADA イソダンツウ 小名浜(福島)幸脇(宮崎)忍路

(北海道)

Sarcodiaceae あつぼのり科

Sarcodia ceylanica HARVEY アッパノリ 館山高島(千葉)浜島(三重)

Trematocarpus pygmaeus YENDO ミアナグサ洲崎(千葉)

新著紹介

殖回三郎・岩本康三・三浦昭雄共著水産植物学(水産学全集第 10巻)

A4 17+640頁 2，500円

広く知られる通り昭和8年殖回三郎教授による，本書と同名の書物が水産学全集第5

巻として厚生閣から発行された。同書は以来汎く全国に行なわれて水産学の進歩の上に砂

からざる功績をあげた名著であるが発行以来巳に 30年を関し其の間水産植物に関しては

多数の新しい研究，発見等がありそのため本書が原著者殖田博士並びに氏を援ける新鋭の

岩本，三浦両氏の共著として蕊に水産学全集第10巻として発行されるに至ったもので，本

書の出現は水産に関係ある者叉藻類に関心を有する者にとっても誠に福音ということが出

来ょう。本書が上記の殖田博士の旧著に比し;如何に改訂増補されているかは単にその頁数

が319から 640，即ち倍増していることによっても大体が想像されるであろうが，今少し

く本書の内容を旧版と比較対称し乍ら紹介することにし度い。

先ず旧版では全内容が総論，分類，有用藻類各論の 3篇に分けられているに対し，本

書に於いては基礎篤と応用篤とに分かれ，此等は夫々総説，分類，及び総説，各論の2章

宛に分けられている。そして旧版の総論は本書の基礎篇の総説に相当し，細胞，組織，繁
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殖，栄養，生育と外回要因，分布の6章に分れている点では同様であるが，その内容は近

年植物生理学，同生態学等の研究結果を加え，例えばその 1章栄養の条下の記述の如きは

1日版の 9頁に対し本書に於いては約47頁がこれに費されており，如何に実際海藻の養殖

等に叡本的な必要条件の説明Iこ努力が払われているかがわかるであろう。次に本書の基礎

篇の分類の項iこ於いては旧版の，今日から見れば所調る“古L、"分類を其の後植物学全般

に亘る進歩によって改訂された諸分類式を参照し，旧版のものとは全く面白を一新した分

類式によっている。最後に本書の最も特徴とする所は応用篤の各論の却で約260頁に亘っ

て 1)肥料及び飼料 2)糊料 3)アルギン酸及びその原藻 4)寒天 5)食用藻類 6)駆虫剤

其の他の6部門に分け夫々の部門に属する藻類例えばア 7 モ，スガモ類，フノリ，タンパ

ノリ，ツノマタ類， アラメ， カヂメ類， テングサ類， オゴノリ類， コンブ類， アマノリ

類，アオノリ煩，海人草等々について各々その生植物の性質即ち形態，生活史等から分布，

種類，採取，製造用途更に生産統計，増殖法等に至る迄その要を尽している。例えばノリ

に就ては先ずその名称から初め形態と色彩，体の構造，性状，生殖及び生活史，アマノリ

の種類に就いてほ種の検索表から夫々の種の詳しい記載異同等を述べている。更に進んで

乾海苔の生産，養殖の概要即ち養殖の沿革からその方法，時期，人工採苗，移植及び管理，

又製造，保蔵，加工の条下では乾燥，闘いと火入れ，焼海苔，味付海苔の製法等にまで及

び更に乾海苔の栄養価，含有のビタミンの質，量に迄及び誠に間然する所がない。最後に

近年有名になったクロレラについてその培養工程，化学成分と用途等について詳しい記述

がある。

以上本書の内容等に就いてその一端を述べたが要するに本書法水産植物に関する今日

の吾々の知識を結集した最も優れた著述と称すべきもので，本書の利用によって枠益され

るものは単に水産界叉は藻類に関係を有する人達に止まるものではないであろう。

(山田幸男)

学会録事

会員移動

(昭和 39年4月1日より昭和 39年8月15日まで)

新入会 (10名)

荒井修二埼玉県春日部市県立春日部高校(春日部市粕壁 6917の1) 

長谷川一子東京都文京区本富士町東大理学部植物学教室(都内渋谷区穏回 2の17)

猪又 博豊後高田市小の瀬大分県水産誠験場高田分場(大分県宇佐郡長洲町中の東)

切 田正憲大牟田市新港 町6有明水産誠験場(柳川市上宮永徳永万)

九大農学部中央図書館福岡市箱崎

大久保一郎岡山市弓ノ町岡山就実短大(岡山県赤盤郡瀬戸町山の池)
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宋 亨浩韓国全羅北道群山市群山水産大学水産植物学教室

盤国秀夫旭川市永山町12丁目 日大旭川女子短大

吉迫文紀大阪府堺市新家町大阪府立放射線中央研究所(堺市百舌鳥梅北町5T20

石田方)

造力武彦大阪市東淀川区相川中通大阪成際学園(豊中市橘通1の18)

昭和39年8月 15日 現在会員教 416名

住所変更 (20名)

秋岡英承函館市八幡町北海道学芸大函館分校生物学教室(亀田郡亀田町字港410-

53) 

千原光雄東京都台東区上野公園内国立科学博物館第一研究部積物2課(都内豊島

区長崎 4-9)

原田市太郎本L楓市北大理学部植物学教室

伊藤市郎群馬県佐波郡境町県立境高校(前橋市小出町 214)

石島 渉東京都杉並区桃井1丁目 20審 8号

岩崎尚彦大阪市北区中の島大阪大混学部生物学教室(芦屋市打出小槌町伺田中方)

亀谷嘉夫名古屋市立大薬学研究科生薬学教室

片山輝久鹿児島市下荒田町470 鹿児島大水産学部

川嶋昭二釧路市大川町48 北海道釧路水産試験場(釧路市春採町 63道公宅)

小林照則小橋市若竹町小樽水産高校

宮沢 正大分県臼杵市港町大分県水裁

阪弁与志雄稚内市宝来通5丁目 北海道稚内水産裁験場

佐藤誠一

沢 竜彦

菅野延彦

高野 克夫

田沢伸 雄

津幡文隆

石巻市渡波町長浜宮城県水産誠験場

本L偶市石山局川沿町 1616 謀岩中学校

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室

東京都板橋区仮橋町6の3570 東京家政大学生物学研究室

本L楓市北3西5 北海道水産部水産課(札幌市北7西 11 岡本方)

青森県むつ市大漢字国 陸奥湾水産増殖研究所

与儀喜雄沖縄那覇市琉球政府経済局植物防疫所(糸満町糸満 1392)
0日姓ー木)
吉田明子塩釜市小松崎 15の12

退会 (3名)

渋井正，辺見照夫，三浦昭
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安部昭彦

赤坂 義 民

秋野喜

秋岡 英 承

秋山 和 夫

秋山優

安藤芳明

青木舜

荒井修 一

O新崎 盛 敏

浅 利政俊

日本藻類学会会員名簿

昭和 39年8月15日現在

。印・・・・・・名誉会員

0印……世話人

住所を二つ記しであるものは勤務先(自宅)の順

A 

島根県松江市西川津町県立松江北高校(松江市上本庄町460)

宮城県気仙沼市階上県水試気仙沼分場階上実験場(気仙沼市長磁
原ノ沢 1)

東京都文京区東京京肇高校(目黒区芳窪町6の1 弁上方)

函館市八幡町 北海道学芸大函館分校生物学教室(亀田郡亀田町字
潜 410-53)

宮城県埠釜市東塩釜東北海区水産研究所

島根県松江市西川津町 島根大文理学部生物学教室

札錫市南2西 16 道立衛生研究所(本し幌市南9商 21)

名古屋市昭和区五軒家町6 南山中高校(名古屋市昭和区阿由知通
り2の19春光荘6号)

埼玉県立春日部高校(埼玉県春日部市粕壁6917の 1) 

東京都文京区本郷弥生町東大農学部水産植物学教室(江東区深川
東雲町10号地新生会内)

北海道松前町立松城小学校(北海道松前町字松城)

B 

Biblioteca Stazione Zoologica Napoli， IT AL Y 

C 

千葉道男 北海道日高国厚賀局区内

千葉尚一

千原光雄

知念久美子

張允郷

京都市内 京都府立山城高校(京都市左京区下鴨南野々神町 3)

東京都台東区上野公園内 国立科学博物館第一研究部植物二課
(豊島区長崎4の9)

沖縄那覇市首里 琉球大学(沖縄佐敷村字津波古1075)

韓国京域特別市京城大学校文理科大学植物学教室

D 

DA WSON， Natural History Musium， P. O. Box 1390 San Diego， 
E. Yale Caljfornia， U.S.A. 92112 

DURAIRATNAM Research Officer (Algologist)， Department of Fisheries， Galle 
Muttutamby Face， Colombo 3， CEYLON 
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E 

神戸市東灘区住吉町唐松817

滋賀県蒲生郡日野町県立日野高校(大津市上平蔵町 29の 1) 

千葉県館山市県水誠(千葉県安房郡千倉町平館 1025)

兵庫県淡路島淡路町岩屋 神戸大学臨海実験所

神奈川県藤沢市片瀬西浜海岸

F 

中国広東省港江下山 信箱 312号

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(目黒区洗足
1470) 
福岡県庁水産課(福岡市西新町801)

大阪府箕面市箕面第二中学校(箕面市牧落402)

愛媛県周桑郡丹原町丹原高校

小樽市緑町3の 12 北照高校(小樽市緑町5の55 長尾方)

神戸市生田区山本通 5の45 神戸山手女子短期大学

広島県福山市東深津町福山腕の昼女子学院専門部(広島県深安郡
深安町棒之下広島大宿舎)

広島県福山市沖野上町広島大水畜産学部(広島県深安町広島
大宿舎)

和歌山市西浜 1956のl 市立和歌山商業高校(橋本市吉原773)

北海道余市町浜中町 北海道区水研(余市町浜中町 237)

江越千代

遠藤 光 治 郎

江野口隆二

榎本 幸 人

江の島水族館

初

伊

也

雄

晴

子

恵

也

横浜市立大学文理学部生物学教室(東京都豊

福岡市須崎裏町 134

横浜市金沢区六浦町
島区 1の 27の5)

本L腕市北8西 5 北大理学部植物学教室(本L幌市宮の森 544)

北海道余市町浜中町 北海道中央水産誌験場

東京都世田ヶ谷区下馬 3丁目 東京学芸大生物学教室(目黒区中目
黒 3の 1008)

藤林圏

富土川

藤下英

藤団幹

藤田征

藤原輝

深瀬録

福原英司

福岡県福岡
水産試験場

福島博

橋説

野

子

FAN， K. C. 

和

虎

山

山

藤

0藤

往

隆

舟

船

荘内祭)

G 

京滅大学校文理科大学植物学教室

H 

札幌市北8西 5 北大理学部植物学教室(私幌市北8西 6

沖縄具志川村中部農林学校

本L幌市北8西 5 北大理学部植物学教室

神戸市長田区海運町6の6 神戸野田高校(神戸市長田区西代字長
尾住宅公団鷹取団地 1-303)

東京都文京区本富士町東大理学部植物学教室(都内渋谷区穏回
2の 17)

北海道余市町浜中町 北海道区水研(北海道余市町朝日町 11)

青森県下北郡大湊町字国 青森県陸奥湾水産増殖研究所(青森県下
北郡大湊町字国 lの3)
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韓国京城特別市

造

芳賀卓

花城健治

原田市太郎

原

長谷川一子

長谷川由雄

白

司

長谷川寿二

庫

圭

隆

谷

回

古

厳
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橋本伴三郎

橋本義比古

早川亮太

林田文郎

平安山長信

桧寝 正 治

日野淑美

日出武敏

平 井正和

平 松信夫

O平 野 実

平田登志郎

広部武男

広川利久

広 沢 良日

0広瀬弘幸

久 内清孝

北図大水書産学部館

北大理植物

北水試室蘭分場

堀口高吉

堀 端 平

幌泉中学校

細谷孝一

附茨属城図大書学館

市 JII 渡

市村俊英

市村輝宣

戸正憲

家永善 文

福井県小浜市伏原県立小浜水産高校(福井県小浜市飯盛)

北九州市若松区大畠町 185

久保田鉄工 KK 水道研究所上水部(大阪府泉北郡高石町南 1303
の 6)

東海大学水産研究所(静岡県賀茂郡南伊豆町湊 松江フデ方)

福岡市箱崎 九大農学部水産植物学教室

徳島県海部郡日和佐町日和佐徳島県水産裁験場

徳島市西山手町 1 徳島県立博物館

青森県下北郡東通村白糠南部中学校(青森県下北郡大湊町川守大
通下 16)

長崎県平戸市田代町猶輿館高校浮吉教室(長崎県平戸市志々伎町)

京都市左京区吉田 京大教養生物学教室(京都市左京区浄土寺西田
町74)

東京都台東区 区立竜泉中学校(文京区駒込曙町 6)

北海道室蘭市胆援支庁水産課

愛媛県今治市大字波止浜甲 248 今治市波方村共立北郷中学校(今
治市大字高部甲 839)

宮城県気仙沼市字一景島 167の4 県水誠気仙沼分場(気仙沼市内
之脇 108の 3)

神戸市灘区六甲台 神戸大理学部生物学教室(神戸市垂水区西垂水
町霞ヶ WA1700)

千葉県習志野市大久保町東邦大学

北海道函館市港町

本L幌市北8西5

室蘭市舟見町63

埼玉県浦和市常盤町9-199 埼玉大文理学部地学教室 (浦和市上木
崎 519)

和歌山県東牟婁郡大地町

北海道日高国樋泉局区内

北海道指山郡江差町指山支庁水産課

I 

茨城県水戸市渡里町2127

金沢市丸の内 1の1 金沢大学理学部

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(練馬区北田
中町 1248i

本L楓市北8西5 北大理学部植物学教室

川崎市生田長沢9064 東京都水道局長沢浄水場(神奈川県藤沢市片
瀬 2656)

神戸市灘区六甲台 神戸大理学部生物学教室(姫路市東山 726)

- 3ー

Rin
四角形



鳥取市立川町 鳥取大学学芸学部生物学教室(鳥取市寺町45)

熊本県荒尾市大島 77 荒尾市役所商工水産課(玉名市滑石 1916)

大阪府登中市紫原大阪大学教養部生物学教室

仙台市川内 東北大学川内分校教養部地学教室

東京都台東区上野公園 国立科学博物館動物学課

神戸市灘区六甲台 神戸大学理学部生物学教室(姫路市福本町22)

福井県坂井郡丸岡町玄女

旭川市北門町9 北海道学芸大学旭川分校生物学教室

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(文京区西片
町10ーにー21)

岡山市津島 岡山大学理学部生物学教室(岡山市津島岡山大学北宿
舎 1号)

広島市草津南町2009番地県水裁(広島市井ノ口町 1571番地)

豊後高田市小の瀬大分県水産試験場高田分場(大分県宇佐郡長洲
町中の東)

東京都文京区
895) 

東京都新宿区東大久保2-257

広島県福山市沖野上町広島大学水畜産学部(松永市金江町)

長野市西長野6 信州大学教育学部

姫路市飾西 白鳥小学校(姫路市飾西488)

立教大学(東京都杉並区銚井1丁目 20番 8号)

東京都荒川区日暮塁9丁目 開成学園(豊島区千早町2の 22)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(練馬区南大
泉 526)

埼玉県蕨市大字蕨 2520

岩手県釜石市天王山

群馬県佐波郡境町県立境高校(前橋市小出町214)

東京都大田区桃谷町5の1346 都水試(川崎市末長 1071)

札幌市琴似町東 12軒文化通り

福岡市塩原町福岡学芸大学(久留米市圏分町苅原 1534-10)

静岡県賀茂郡下田町白浜県水試伊豆分場

三重県津市大谷町 11 三重県立大水産学部(津市藤方字米津 1092)

私幌市北 16西 2 藤女子短期大学(本L幌市北 16西 2 "7リア院内)

東京都港区芝海岸通東京水産大

広島県福山市沖野上町 広島大学水畜産学部(福山市大門町著書之下
広島大宿舎)

大阪市北区中之烏
69田中方

優
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治

三
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東
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生
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0
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0猪

猪

~p 

博叉猪

東大農学部水産組物学教室(世田谷区北沢町 3の

県立蕨高校(浦和市常盤町9丁目 22)

男

井上十三男

犬丸懇

入来義彦

石井玉司

石島渉

。石川光春

雄

磯田洋二

板沢英男

伊藤市郎

伊藤茂

伊藤繁

岩橋八洲民

岩橋義人

岩井寿夫

岩 城 住 江

岩 本 康 三

晃

茂

上

)11 

井

石

大阪大学理学部生物神谷研(芦屋市打出小槌町

- 4 ー

雄

彦

英

尚

崎

崎

岩

岩

Rin
四角形



亀谷嘉 夫

神谷平

香村真徳

金森武

金沢昭夫

金沢竜

金沢大学理図書

金子孝

金網善恭

美悌源

笠原和男

加 崎英男

0片田 実

片山輝久

加藤君 雄

加藤孝

加藤次雄

加藤鉄也

加藤毅

川端清策

川口 四 郎

川口粥三郎

川北四郎

川村年輝

川名武

川嶋昭 一

喜田和四郎

菊池勘左エ門

金春根

木村利蔵

K 

名古屋市立大薬学研究科生薬学教室(岐阜県可児郡可児町東雄子
113の 11

愛知県岡崎市明大寺町愛知学芸大生物学教室(愛知県安織市福釜
新田)

沖縄那覇市疏琢大学文理学部生物学教室

山形市緑町県立山形東高校(山形県北村山郡尾花沢町大字尾花沢
3702の 11

鹿児島市下荒田町鹿児島大水産学部(鹿児島市西田町214)

兵庫県姫路市本町県立姫路東高校(兵庫県竜野市揖保町東用 497
の 1) 

金沢市丸の内 1の1

函館市港町北大水産学部植物学教室(函館市西川町 12)

京都市北区紫野蓮台野町京都市立旭丘中学校(京都市北区小山初
音町25)

務国釜山釜山水産大学

室蘭市新宮町北大理学部海諌研究所(同所宿舎)

東京都世田谷区深沢町 1丁目 都立大理学部生物学教室(東京都世
田谷区玉川等々力町 3-47)

東京都港区芝海岸通り 東京水産大植物学教室(東京都北多摩郡久
留米町大字神山 528RJ24 東久留米公Z署員住宅)

鹿児島市下荒田町鹿児島大水産学部

秋田市保戸野秋田大学芸学部生物学教室(秋田市東根小屋町秋田
大明和寮)

徳島県海部郡日和佐町 徳島県水産試験場(徳島県海部郡日和佐町
戎町)

三重県立神戸高校(鈴鹿市神戸町)

秋田県男鹿市椿中学校(秋田県男鹿市椿)

福井県武生市県立武生高校{福井県南条郡今庄町今庄)

岩見沢市トネベツ 北海道学芸大岩見沢分校(宕見沢市南トネベツ)

岡山市津島 岡山大理学部生物学教室(岡山市津島 岡山大宮舎)

大阪府泉北郡福泉町鳳高校

横浜市保土ケ谷区川島町横浜市水道局上水銭験所(横浜市保土ヶ
谷区川島町585)

青森市野沢小学校

東京都中央区月島 東海区水産研究所(千葉県君津郡天羽町湊627)

釧路市大川町48 北海道釧路水産試験場(銅l路市春採町63道公宅)

三重県津市大谷町三重県立大水産学部潔類学教室(三重県鈴鹿市
江島海岸通り)

佐渡博物館(新潟県両津市下久知)

韓国京城特別市京城大学文理学部

北海道紋別郡雄武町水産指導所(北海道紋別郡雄武町)
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神戸市長田区大谷町2の13
通6の2 第三平和在222)

東京都渋谷区代々木大山町1045
内渋谷区代々木大山町 1045)

小樽市入舟町9丁目 70の13

大牟田市新港町6 有明水産試験場(福岡県柳川市上宮永

和歌山市西浜県立星林高校(和歌山市西浜498の33)

姫路市飾西姫路市立大白書中学校

大分県竹田市竹田 竹田小学校(大分県竹田市竹田上門)

新潟県両津市両津高校(新潟県佐渡郡相川町入J11l

新潟県佐渡郡相川町大字達者新潟大理学部附属臨海実験所

東京都板橋区上板橋5の5110 都立城北高校(東京都三鷹市下連雀
219) 

神戸市生田区下山手神戸市親和女子高校(姫路市鷹匠町甲 33の2)

鳥取市西町鳥取市立醇風小学校(鳥取市薮片原町20)

韓国京域特別市京城大学校文理科大学植物学科

東京都文京区大塚窪町M 東京教育大理学部植物学教室(都内豊島
区商巣鴨 4の 121)

熊本県宇土郡三角町西港3
戸口浦 888)

小橋市若竹町29 小樽水産高校

横浜市金沢区六浦町横浜市立大文理学部生物学教室(横須賀市浦
賀町6の113)

兵庫県衛生研究所(神戸市長田区菅原

協和醗酵工業KK東京研究所(都

徳永方)

w
h
ド

自品

木 下虎一郎

切回正憲

岸敏夫

岸武司

北川 昌 典

北見 秀 夫

北見 健 彦

彦

子

人

佑

笑

祝

弘

忠

淳

瀬

末

木

下

野

村

木

ヰヒ

清

清

洪

弘林

熊本県のり研究所(宇土市大字網田字忠
明

員リ照

林

林

子艶'r仇

r

J
b
n
1
 

神戸市生田区加納町6の7(神戸市立須磨水族館)

東京都文京区森川町89 考古堂

北海道余市町浜中町北海道区水産研究所利用部(余市町朝日町 11)

神戸市交通局
営業部業務課

柳本信吉

駒木成

小味山太一

金沢市丸の内 lの1
大官舎)

埼玉県所沢市 山口貯水池事務所

三重県志摩郡志摩町和具三重県立水産高校(志摩町和具)

東京都世田谷区下馬町 日大農獣医学部(横須賀市馬堀 田大臨海
実験所内)

高知県須崎市県立水産裁験所(室戸市領家 258)

福岡県田川郡香春町県立田川高校(田川郡赤池町上野小路)

神戸市神戸大理学部生物学教室(神戸市須磨区行幸町3の 110)

鎌倉市雪の下横浜国立大学芸学部(横須賀市公郷町4の4)

愛知県知多郡横須賀町大字横須賀 県立水試尾張分場(横須賀町大
字大田)

東京都大島町波浮港
541) 

金沢大理学部地質学教室(金沢市泉野61金沢

東京都水試大島分場(都内杉並区成宗3の
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宮城県混釜市東纏釜
岡住宅 12

札幌市豊平町中ノ島

大阪府布施市小若江
神楽町 1)

広島県福山市沖野上町広島大水畜産学部(福山市港町県営6の7)

福岡県北九州市金原町8丁目

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(都内大田区
下丸子 382)

札幌市北大理学部植物学教室(札幌市南 19西 11

福岡市箱崎

福岡市箱崎

東北海区水産研究所(仙台市厚町薬堂北 20稲

北海道さけ・ます帰化場調査課

近畿大農学部水産学教室(京都市北区出雲路

尚

尚

""" 刀て木

萩

O黒

黒

種市方)

日下部有信

台次郎

正人

桑名洲美子

桑山粥寿男

九大農中央図書

九大農水産植物

日下部

草 木

L 

University of California， Scripps Institute of Oceanography， 
La lolla， California， U.S.A. 

M 

神戸市灘区上野観音山 県立東神戸高校(兵庫県竜野市竜野町大道
113) 

東京都文京区大塚窪町
市牟礼339)

Laboratory， Woods Hole， Massachusetts， U.S.A. 

東京都文京区向ケ丘弥生町東大応用微生物研究所

東京都中央区月島3号地東海区水産研究所(都内台東区北稲荷町
34) 

函館市港町北大水産学部

山口県下関市吉見永田本町農林省水産講習所{同所職員寮)

広島県福山市沖野上町広島大水畜産学部水産化学教室(福山市本
町県営住宅26)

札幌市北大理学部植物学教室(札幌市美園8条 1丁目

小田原市立城南中学校(小田原十字4丁目 790)

神奈川県小田原市緑4の725 旭丘女子高校(小田原市板橋 33)

鳥取県東伯郡三朝町大字山田 岡山大混泉研究所(鳥取県東伯郡三
朝町大字三朝 888)

長崎市大橋町長崎大水産学部(佐世保市須佐町アパート E23)

和歌山県白浜口駅前

札幌市南 18西6 札幌南高校(札幌市中の島 2区 139)

舞鶴市長浜京大農学部水産学教室(舞鶴市養老通八島南藤田方)

埼玉県比企郡小川町県立小川高校(埼玉県大里郡寄居町寄居346)

愛媛県越智郡亀岡村大字種

東京都港区芝海岸通東京水産大(鎌倉市山崎打越 1390，4の44)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(都内寂橋区
常盤台4の 1 桐花寮)

LEWIN， A. Ralph 

磨克殿真

東京教育大理学部植物学教室(東京都三鷹

神方)
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東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(都内文京区
林町68 林町住宅μ4)

福岡市西新町西南学院高校

水戸愛宕町2182 茨城県立理科教育センター(茨城県取手町桜ケ丘
西原 481の 3)

大分県白符市港町大分県水誠

広島県三原市糸崎町 1546

室蘭市常盤町室蘭清水丘高校(室蘭市舟見町 19
222) 

熊本県宇土市南段原県立宇土高校(字土郡不知火町高良2642)

東京都練馬区大泉高校(都内練馬区南大泉84-14 小山方)

函館市光成中学校(函館市柏木町 97)

北九州市向町8丁目

広島県福山市沖野上町広島大水畜産学部

京都市左京区北白川追分町 京大理学部植物学教室(京都市右京区
川島権田町34-9)

留蔚市千鳥町 留蔚高校(留蔚市見晴町)

N 

公営住宅F4， 

雄

夫

倶

保

三

雄

雄

豊

源

樹

正

種

知

方

克

通

晃

寅

英

江

武

司

上

回

沢

上千

良

輸

本

崎

越

r # 
凸

宮

宮

蒋

森

森

森

門

村

村

水

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(都内練馬区
西大泉町 2051のl 小林方)

三重県三重郡川越村県水誠伊勢湾分場(津市大字半田 830
住宅 18号)

岩手県盛岡市上回 岩手大農学部植物病理学教室

茨城県久慈郡大子町県立大子第一高校(茨城県那珂郡那珂町横据
669) 

沖縄那覇市首里琉球大学文理学部生物学教室

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(都内葛飾区
本田川端町632)

室蘭市新宮町 北大理学部海蕊研究所(室蘭市舟見町 96)

千葉県東葛飾郡湖北村中皇

青森県上北郡七戸町七戸中学校

沖縄久志村嘉陽中学校

山形市小白川町 山形大文理学部生物学教室(宮城県岩沼町東館下
18) 

東京都千代田区神田神保町2の2 ナウカKK内

滋賀県大津市観音寺町 109 京大理学部大津臨朔実験所(大津市錦
織町 869)

The New Yook Botanical Garden (Cryptogamic Herbarium)， Bronx Park， New 
Y ork 58， New Y ork， U.S.A. 

愛媛県越智郡吉海町本床甲 755

広島県福山市沖野上町 1331の 25

千葉市弥生町 千葉大留学生課程生物学教室(千葉市小仲台町 877)

県営

彦

輝

房

二

雄

根来健一郎

次

人

武

袈

子

f専

直

午

嘉

義

治

圭

文

雅

政

正

-一首f
 

回

藤

井

村

村

保

庭

村

野

野

田

沢

井

室

永

中

中

久

永

中

中

中

中

仲。

内

中
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久美浜中学校(京都府熊野郡久美浜

姫路市余部小学校(姫路市余部区上余部 1081)

三重県松阪市東黒部町浜垣内

京都府熊野郡久美浜町東本町
町新庄 888)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(都内渋谷区
代々木西原町985RC 24) 

東京都千代田区神田猿楽町 1の1

東京都文京区表町92

新潟市西大畑町新潟大理学部生物学教室(新潟市桃山町 1丁目
104の27)

広島市宇品町 内海区水産研究所(広島市広瀬元町1印)

愛媛県西宇和郡伊方町湊浦

富山県中新川郡利田村

鹿児島市下荒田町鹿児島大水産学部

鹿児島市下荒田町鹿児島大水産学部

正

幸

則

雄

西国

西川

日本出版貿易KK内

雄

野 上和彦

野 村義弘

憲 枝美子

野 沢治治

野沢ユリ子

俊

二

次

蔵

茂

健

勇

光

山

沢

回

本

田

西

野

西

根

新

O 

長野市箱清水長野商高校(長野市横沢町698)

塩釜市東塩釜東北海区水産研究所(溢釜市字台 19 宮城方)

山口県下関市吉見町水産大学校(下関市福江 向洋荘)

岩見沢市8条 2丁目 岩見沢西高校

広島市広島女子短期大学(広島市字品町7丁目 女子短大住宅)

長崎市大橋町200 長崎大水産学部(佐世保市須佐野アパート A-
11号)

室蘭市小橋内町 1

東京都港区芝海適東京水産大付属図書館(浦和市大谷場下町458)

仙台市伊勢堂下三井物産社宅中村栄祐方

岡山県玉島市乙島

東京都千代田区霞ヶ関 水産庁調査研究部研究第二課

沖縄南大東南三班南大東小中学校

京都市北区大将軍坂田町 10京都工芸繊維大繊維学部植物学研究室

大阪府寝屋川市神田 538

東京都八丈島 八丈町立中之郷小学校(八丈町大字中之郷)

広島県福山市1中野上町広島大水畜産学部(広島県福山市三吉町東
ノJ 小林方)

宮城県気仙沼市ー景島県水裁気仙沼分場

東京都太田区大森8の5099山本海苔研究所(横浜市南区上大岡1∞0)

福井県勝山市中馬渡県立勝山精華高校(福井市佐佳枝上町 12)

岡山市弓/町14 岡山就実短大(岡山県赤磐郡瀬戸町山の池)
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東京都中央区月島 東海区水研海洋部漁場化学科(都内中央区月島
3号地東海荘内)

函館市港町253 北大水産学部増殖学教室(函館市杉並町 163)

岡山市津島岡山大学理学部生物学教室(岡山市万成東山田 694の3)

東京都世田谷区深沢 都立大理学部牧野標本館(都内目黒区柿木坂
97 都立大職員寮内)

大久保孝子

栄

朗

彦

長

江

森

近

大

博西大

大阪市西区靭中道2丁目

沖縄コザ市山皇 国際大学教養生物学教室

北九州市小倉区日明 小倉高校(小倉区上富野八景園 1779)

岡山県玉野市日比 日比中学校(岡山県児島郡興除村内尾429)

愛媛県宇和島市城南中学校(宇和島市大浦二区739)

熊本県人吉市市立第二中学校

R 

京城大学校文理科大学植物学科

国学院高校(都内新宿区矢来町 98金松恵

市立松浪中学校(神奈川県藤沢市鵠

東大農学部付属水産実験所(愛知県知

S 

韓国 公州師範大学生物学教室

北海道虻田郡豊浦町駅前

東京都渋谷区原宿 1の1
万)

神奈川県茅ケ崎市小和田 4849
沼 18∞)

.愛知県知多郡知多町新舞子
多郡知多町八幡字細見 68)

函館市港町北大水産学部水産植物学教室

稚内市宝来通り 5丁目 北海道稚内水産試験場

東京都新宿区早稲田大学

東京都立足立高校(埼玉県浦和市大谷口 724)

東京都豊島区池袋2丁目 立教大学(東京都目黒区芳窪町 32)

北海道上磯郡木古内町字本町木古内町役場(木古内町字本町36)

書I1路市大川町48 北海道釧路水産試験場(釧路市大川町48 北水裁
合宿)

茨城県水戸市渡里町茨城大学生物学教室(水戸市西原町6区3755)

宮城県石巻市渡波町長浜宮城県水産試験所

宮城県塩釜市東場釜 東北海区水産研究所

兵庫県神戸市須磨区滝川学園生物学教室

広島県福山市神野上町広島大学水畜産学部

三重県志摩郡磯谷部町的矢的矢湾養蛎研究所

札樋市南 15西6 本L楓静修高校(札幌市大通西 13)

韓国京城特別市釜仁季

健斗文

三枝喜一郎

嘉多目藤斎

俊藤斎

斎藤雄之助

斎藤談

阪井与宏、雄

向坂道治

佐々木純一

佐 々木正人

佐々木稔
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佐藤寿子

沢龍彦

沢田武男

沢崎達孝

O瀬木紀男

仙 波安芸

浅海増殖研究会

瀬戸 良 三

瀬 戸口 勇

渋谷三五郎

重松三徳

志平依久子

SILVA， P. C. 

島袋守 成

嶋田登志美

清水弘 文

清水厳

下地正純

新村厳

篠 原尚文

宋亭浩

園 田幸郎

曾塚孝

末 松四郎

須賀瑛文

菅原延彦

菅原兼男

杉 村喜則

杉山瑛 之

村主昭也

須藤俊造

青森県八戸市市立湊小学校 (J¥戸市大字中居林字吹土 2:lの4)

本L暢市石山局川沿町 1616 濠岩中学校

福岡市箱崎 九大鹿学部水産学教室(福岡県宗像郡樟屋崎町宮司川
下団地住宅 19号)

函館市東川町23 道立函館水産裁験場(函館市八幡町37 深野方)

三重県津市大谷町三重県立大水産学部(名古屋市昭和区広路町
松風園 5)

東京都中央区銀座東7の6双葉ピル内 パーキンスオリエンタル

私楓市北3西6 北海道水産部水産課内

兵庫県西宮市岡田山 65 神戸女学院高等部(兵庫県西宮市大社79)

鹿児島市纏屋町 18の7 鹿児島県水産試験場(鹿児島市下荒田町
2叩)

北海道虻田郡有珠村有珠臨海実験所(虻田郡有珠村)

愛媛県北条市伊予鉄道株式会社北条営業所(北条市鹿縫 202)

東京都文京区向ケ丘弥生町東大農学部水産植物学教室(東京都中
野区江古田4の1526)

Department of Bo飽ny，University of Illinois Urbana， Illinois 
U.S.A. 

沖縄那覇市首里琉球大学文理学部生物学教室

福岡市箱崎 九大農学部水産植物学教室(長崎県諌早市八坂町 140)

和歌山市松江和歌山市立河西中学校(和歌山県海草郡加太町 179)

和歌山県有田郡吉備町町立吉備中学校(和歌山県有田郡金屋町糸
J11188) 

沖縄宮古水産高等学校(沖縄宮古平良市下里 656)

鹿児島市城南町20審 12号鹿児島県水産試験場

宇都宮市和向塚町63栃木県理科教育センター(砺木県壬生町万町)

韓国全羅北道群山市郡山水産大学水産植物学教室

神奈川県鎌倉市大船1∞4 立市大船中学校(神奈川県三浦郡葉山町
下山口 1757)

福岡県北九州市小倉区萩崎本町6の 1234

和歌山県和歌山市真砂町 1 和歌山大学芸学部生物学教室(和歌山
市和歌浦 1681)

名古屋市東区筒井町 lの1 市立あずま中学校(名古屋市千種区虹
ケ丘虹ケ丘西住宅 1号館)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(埼玉県浦和
市常盤町 10丁目 45)

千葉市神明町千葉県内湾水産裁験場(千葉市浜野町887の2)

島根県松江市西川津町 1060 島根大学(松江市八幡町217)

岡山県邑久郡牛窓町役場気付

三重県志摩郡浜島町三重県水産裁験場(三重県鈴鹿郡関町新所)

東海区水産研究所僧殖部(東京都練馬区豊玉中町4の6 都営住宅
2の1)
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東京都南多摩郡日野町多摩平 238の308

T 

熊本県本渡市檎浦町大門

神奈川県中郡二宮町二宮648

神戸市灘区 神戸大学理学部生物学教室(神戸市茸合区中尾町44)

北海道空知郡歌志内町第一本町 町立歌志内中学校(歌志内町字神
威中村市街)

愛知県蒲郡市三谷町東前 57の 14

青森県上北郡浦野館村大字大浦

東京都中央区月島西河岸通 12の5
月島仲通 12の3 東海水研寮内)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(東京都渋谷
区代々木西原町945)

小樽市若竹町29 北海道小樽水産高校(札幌市北8東4 鉄道公舎)

千葉県館山市館山 1510 千葉県水産誠験所養殖課(館山市館山 795)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部積物学教室(都内新宿区
西落合 1の225 麻生方)

仙台市東北大学医学部生物薬品化学教室

千葉県水産試験所千葉支所(同支所公舎)

北大水産学部

熊本県水産試験場

東海区水産研究所(都内中央区

千葉市神明町360

倣

人

民

符、

斌

実

行

郎

彦

昭

夫

松

夫

宏

重

和

静

嘉

正

芳

正

秀

裕

克

常

木

山

田

畑

原

橋

橋

平

松

野

野

木

村

山

鈴

高

高

官
同
官
同

武

高

官

向

官

向

竹

。回

高

回

田

函館市港町正キす回

名古屋大農学部肥料学教室(名古屋市瑞穏区安城市新田町小山 68
荻山町2の 74)

鹿児島市下荒田町鹿児島大水産学部(鹿児島市田上町 1696)

横須賀市船越町3の 51

津市大谷町三重県立大水産学部(三重県一志郡久居町幸町 1193)

鳥取市薮片原町県立中央病院薬局

神戸市灘区 神戸大理学部生物学教室(兵庫県西宮市城ケ堀町 51)

室蘭市新富町 北大理学部付属海濠研究所

本L幌市北3西5 北海道水産部水産課(札幌市北7西日

韓国京城特別市京城大学校文理科大学植物学科

韓国大郎市慶二11:大学校

静岡県沼津市本字千本郷林 1907の1 協和醗酵東京研究所沼津分室

札楓市北8商5 北大低混科学研究所(札幌市北8西 16)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(埼玉県浦和
市別所1590)

沖縄真和志市寄営区

岡本方)

文

0田中剛

田中康 子

谷 口 森 俊

谷岡浩

建武

館脇正和

田沢伸雄

郎英夫

鄭溶

寺本賢一郎

照本勲

子

啓

静

中

回

回

戸

沖縄高校(沖縄真和志松川区七班 11の1号)渡口慈啓

東北海区水産
研究所増殖部

O時田郷

宮城県塩釜市東場釜

北大水産学部(函館市松蔭町 10)
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東大農学部水産植物学教室(横浜市中区西之谷71)東京都文京区

沖縄宮古手良下里琉球政府立宮古水産高校

沖縄那覇市首里琉球大文理学部生物学教室

函館市 北海道立函館水産裁験場(函館市八幡町37 深野方)

積浜市市立横浜商業高校(横浜市南区上大岡町 74)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(東京都板橋
区成増町93)

旭川市永山町12丁目 日大旭川女子短大

青森県むつ市大湊字国 陸奥湾水産増殖研究所

神戸市灘区六甲台 神戸大重量学部生物学教室(神戸市東灘区本山町
田中 198-3)

本L楓市北 16東2 北斗高校(私幌市南23酉 8)

東京都中央区月島商河岸通り 12の2 東海区水産研究所(都内港区
芝白金今里町101 河合方)

愛媛県今治市大字E

横浜市横浜市大生物学教室{横浜市神奈川区松ケ丘 14)

東京都文京区大塚町 お茶の水女子大理学部生物学教室(東京都文
京区小日向台町 1の44)

u 
東京都文京区大塚窪町 24
区下石神弁2の1678)

東京都港区芝海岸通り 6丁目
20) 

尼崎市久久知コエ 1
津町朝臣 965)

静岡県賀茂郡下田町赤間 567
下田町旧岡方村560の1)

東京都中央区月島3号地東海区水産研究所(東京都杉並区成宗3
の517)

舞鶴市長浜京大農学部水産学教室(福井県小浜市飯盛)

香川県高松市香川大学学芸学部付属中学校(高松市西浜新町787)

w 

東京都文京区大塚窪町24

徳田広

東京教育大学
付属図書館

友利徹男

友利 哲 夫

鳥居茂樹

鳥海三郎

益

夫

隆

宏

昭

昭

平

秀

文

i間

原

村孝

由

寧

山

国

幡

館

遼

豊

津

坪

辻

月

月

津

尚山津

東京教育大理学部植物学教室(都内練馬
植田利喜造

東京水産大(横須賀市追浜本町2の
良R田0殖

阪神水道企業庁技術試験場(兵庫県揖保郡御
朗朔回上

日東海藻工業研究室(静岡県賀茂郡
功

備

勇

村

崎

家由

林

植

梅

0梅

氏

誠綿

東大応用微生物研究所(東京都世田谷東京都文京区向ケ丘弥生町
区世田谷3の2ω12)篤辺渡

奈良市北魚屋西町奈良女子大文学部付属高校(京都市中京区新京
極錦上ル東側町518)治仁辺渡

Y 

北大水産学部
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東京都文京区駒込上富士前町32科研科学KK(世田谷区柏町71-1)

松山市鉄砲町52

松山市鉄砲町54

薮田貞次郎

O八木繁

八木

焼津水
高等学

通

産

校

私自揺市北8西 5
内)

函館市鮫川町108

本し脇市北8西 5 北大理学部植物学教室(私楓市南 11西 13)

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部縫物学教室(練馬区東大
泉町675)

鹿児島市長岡町132

東京都文京区大塚窪町東京教育大理学部植物学教室(北区栄町13)

和歌山県白浜町京大瀬戸臨海実験所(同所内)

函館市港町 北大水産学部纏物学教室(函館市柏木町 178
代方)

東京都太田区大森東5の2-12

京都市伏見区深草藤の森京都学芸大化学(京都市東山区山科目の
岡堤谷町)

東京都中野区江古田2の875

静岡県浜名郡舞阪町弁天島県水試浜名湖分場(静岡県賀茂郡下田
町吉佐美金原)

東京都豊島区目自町4の42 徳川生物学研究所

新潟県長岡市諏訪町7団長岡高等学校

日本大学三島高校(静岡県三島市田町4-560 土屋方)

沖縄那覇市琉球政府経済局植物防疫所{沖縄糸満町糸満1392)

福島県郡山市外徳定 日大東北工業高校

舞鶴市長浜京大農学部水産学教室{京都府舞鶴市行永車町33)

神戸市須磨区若宮町5 市立須磨水族館(神戸市霊水区西垂水東千
鳥ケ丘 1222)

士舘釜市小松崎15の12

宮城県塩釜市東塩釜東北区水研増殖部

北海道室蘭市母恋南町35

山口市厳島 山口県庁水産課(山口市東湾多賀通り 石丸方)

大阪府堺市新家町府立放射線中央研究所(堺市百舌烏梅北町5T
20 石田勢太郎方)

静岡県焼津市焼津

永福荘北大理学部植物学教室(私楓市北 19西 2
正

治

男

国家

知

幸

回

目

山

山

山

木村千

底

浩

正

子

生
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男

進

勉

允

雄

哉

山口昭宣

山口敏二郎

山本虎夫

敏

夫

雄

山本海苔研究所

啓

弘

沢

原健

儀喜

山節

田勇

俊

繁

明

忠

春

回

目

田

永

高

崎

岸

本

本

田

内

柳

柳

安

与

横

米

。土
問

吉
士
口
吉
芳

山

山

。山

山

山

z 
大阪市東淀川区相川中適大阪成旗学園(豊中市橘通 1丁目 18番地)
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定

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投前を期待します。

1. 務類Iz:関する小論文(和文)，綜説，論文抄録，雑録等。

2. 原稿掲載の取捨，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任の乙と。

3. 別刷の費用は若:者負担とする。但 し小論文，綜説，総合抄録に!浪りその 50部分

の費用は会にて負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙 12枚佼透，其他は同上 6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内l乙含まれる。

向小論文，綜説に限り.欧文題目及び本文半頁以内の欽文摘要をイせする ζ と，欧文

は成る可<.英，独語を用うる ζ と。

5. 原稿は平仮名混り，横山-としなるべ く400字詰原稿用紙を用うる乙と。

規稿投

向学会に関する通信は，*L幌市北大国学部組物学教室内本会庶務，会計叉は編集幹

事宛とし幹事の個人名は一切使用ぜぬよう特に注意の乙と。
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